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な
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変
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た
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ポ
ン
コ
ツ
体

冷
蔵
庫
減
っ
た
分
だ
け
体
重
増
し

中

　
　淑
美

　

若
者
に
負
け
ず
と
シ
ル
バ
ー
ピ
コ
踊
り

ゴ
ミ
の
島
今
は
ア
ー
ト
の
観
光
地

築
田
登
勢
子

　

除
夜
の
鐘
年
々
心
複
雑
に

初
夢
か
見
た
か
も
知
れ
ず
目
が
覚
め
て

西
岡

　益
子

　

明
日
の
日
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
今
日
生
き
る

少
年
よ
額
に
夕
日
何
語
る

小
松
由
加
子

　

初
春
の
し
ぐ
れ
の
降
り
て
う
す
い
虹

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
生
ま
れ
て
三
日
ス
タ
ー
ト
し

長
戸

　寿
子

　

元
旦
や
エ
プ
ロ
ン
姿
晴
れ
着
な
り

娘
と
二
人
し
み
じ
み
味
わ
う
茶
の
う
ま
さ

和通信
なごみ

　立春も過ぎ、少しずつ春の気配を感じる今日この頃です。
　今、和では来月４日から開催の「志国高知　幕末維新博」の準備も佳境に入り、関係
者一同、緊張感がみなぎり、張り切っています。“こうご期待” といったところでしょうか。
　ただ今、「若き龍馬の心と活躍を支えた人々、その遺志を継いだ者　安田町と坂本龍
馬ゆかりの人々展」開催中です。

安田まちなみ交流館「和」
開館時間／午前9：00～午後5：00　
休 館 日／水曜日
安田町大字安田１６７４－１　☎38-3047

なごみ

ひ
た
い

た
い

こ

なごみ

　昨
年
１２
月
２０
日
、
清
岡
重
木
さ
ん
（
唐

浜
）
が
庁
舎
玄
関
に
大
き
な
門
松
を
作
っ
て

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
来
年
が
良

い
年
に
な
る
よ
う
に
と
い
う
温
か
い
思
い
が

込
め
ら
れ
た
贈
り
物
で
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
よ
い
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

りっぱな門松　ありがとうございました
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平成２９年 成 人 式
自分の行動に責任を持てる大人に……

　
１
月
１５
日
、
恒
例
の
中
芸
消
防
出

初
め
式
が
中
芸
広
域
連
合
消
防
本
本

部
（
田
野
町
）
で
行
わ
れ
、
中
芸
５

町
村
の
消
防
団
員
、
中
芸
消
防
署
員
、

県
、
中
芸
広
域
連
合
、
町
村
関
係
者

ら
約
２００
人
が
参
加
し
、　
中
芸
広
域

連
合
長
あ
い
さ
つ
、
来
賓
者
祝
辞
の

後
、
服
装
・
機
械
器
具
点
検
と
分
列

行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
場

所
を
奈
半
利
川
河
川
敷
（
二
十
三
士

公
園
対
岸
）
に
移
し
、
各
町
村
消
防

団
員
に
よ
る
一
斉
放
水
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　
放
水
披
露
後
に
は
、
安
田
八
幡
宮

で
火
鎮
祭
を
行
い
、
中
芸
消
防
署
、

町
消
防
団
、
消
防
Ｏ
Ｂ
、
議
会
や
町

執
行
部
の
各
代
表
が
神
前
に
玉
ぐ
し

を
さ
さ
げ
て
、
町
内
の
安
全
と
消
防

団
員
の
健
勝
を
祈
願
し
ま
し
た
。
団

員
の
皆
さ
ん
は
活
動
服
に
身
を
包

み
、
防
災
・
防
火
へ
の
決
意
を
強
め

て
い
ま
し
た
。

　
町
消
防
団
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

【
入
団
さ
れ
た
方
】

中
山
分
団

　
小
松
　
　
光
（
Ｈ
２８
・
８
・
１
）

　
小
松
　
知
喜
（
Ｈ
２９
・
１
・
１
）

　
本
町
の
守
り
役
と
し
て
、
多
方
面

で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

【
退
団
さ
れ
た
方
】

安
田
分
団

　
山
﨑
　
匠
吾
（
Ｈ
２８
・
８
・
３１
）

　
松
本
　
行
正
（
Ｈ
２８
・
１２
・
３１
）

中
山
分
団

　
松
本
　
充
教
（
Ｈ
２８
・
１２
・
３１
）

　
南
　
　
和
明
（
Ｈ
２８
・
７
・
３１
）

　
松
本
　
泰
児
（
Ｈ
２８
・
１２
・
３１
）

　
本
町
の
防
火
・
防
災
活
動
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
　

　
な
お
、
松
本
充
教
さ
ん
、
南
和
明

さ
ん
に
は
長
年
の
功
績
が
称
え
ら

れ
、
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

（
以
上
、
敬
称
略
）

『消しましょう　その火その時　その場所で』

消
防
出
初
め
式
・
火
鎮
祭
防
火・防
災
を
誓
っ
て
！

平
成
29
年

勇壮に行進

一斉に放水

町内の安全と消防団員の健勝を祈願

い
ず
み

　
１
月
３
日
、
平
成
２９
年
成
人
式

（
町
教
育
委
員
会
主
催
）
が
町
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、２９
人（
対

象
者
４０
人
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
黒
岩
町
長
が
「
い
つ

の
時
代
も
、
未
来
を
切
り
開
い
て

い
く
の
は
若
者
の
あ
ふ
れ
る
創
造

力
と
行
動
力
で
す
。
今
後
の
人
生

を
心
豊
か
に
歩
ん
で
い
く
た
め
に

も
、
皆
さ
ん
が
問
題
に
臆
す
る
こ

と
な
く
、自
分
の
目
標
に
向
か
い
、

揺
る
ぎ
な
い
信
念
と
決
意
を
持
っ

て
立
ち
向
か
わ
れ
る
こ
と
を
強
く

念
じ
て
い
ま
す
。〝
ふ
る
さ
と
〞

安
田
町
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、

積
極
的
に
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
さ

れ
、
新
し
い
時
代

の
安
田
町
を
切
り

開
い
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
彼
ら
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

　
新
成
人
を
代
表

し
て
、
現
在
、
大

学
で
薬
学
を
学
ん

で
い
る
西
岡
和
さ

ん
（
正
弘
）
が
「
今

日
、
私
た
ち
が
こ

う
し
て
集
い
、
成

人
式
を
迎
え
ら
れ

る
の
は
、
私
た
ち

を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
両
親
や
家
族
、
導
い
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
、
そ
し
て
地
域

の
方
々
、
共
に
歩
ん
だ
仲
間
た
ち

の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
成
人
と
し
て
の

決
意
と
自
覚
を
持
ち
、
努
力
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

　
新
成
人
紹
介
で
は
一
人
ず
つ
抱

負
や
近
況
を
報
告
し
、
会
場
は
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　
式
典
後
は
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ラ

ポ
ー
ル
で
、
希
望
者
対
象
の
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
成
人
た
ち
は
楽
し
そ
う
に

談
笑
し
な
が
ら
、
コ
ー
ス
料
理
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

（
式
典
に
出
席
さ
れ
た
新
成
人
の

皆
さ
ん
）
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（
敬
称
略
）

た
か
ひ
ろ

い
く 

や

さ

り

あ

た
い
せ
い

か
い

よ
う 

こ

あ
お 

い

し
ょ
う
ま

か
ず
の
ぶ

た
け 

し

ゆ
う 

し

こ
う
だ
い

な
る 

み

 

や 

え

み

さ

き

し
ん
い
ち
ろ
う

た
い
せ
い

か
い

り
ょ
う

 

る 

な

ま
さ
の
り

い
ず
み

と
し
き

し
ゅ
う
へ
い

た
く 

み

 

ち 

さ
と

 

ゆ 

い

し
げ 

や

新成人謝辞（西岡和さん）思い出話に花が咲いて……

レストランの窓越しには
新成人を祝してだるま夕日も登場

熱心にテーブルマナー講習を受ける新成人たち
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す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

　
新
成
人
紹
介
で
は
一
人
ず
つ
抱

負
や
近
況
を
報
告
し
、
会
場
は
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　
式
典
後
は
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ラ

ポ
ー
ル
で
、
希
望
者
対
象
の
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
成
人
た
ち
は
楽
し
そ
う
に

談
笑
し
な
が
ら
、
コ
ー
ス
料
理
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

（
式
典
に
出
席
さ
れ
た
新
成
人
の

皆
さ
ん
）

　
有
岡
　
育
哉
　
　
有
岡
　
　
戒

　
有
澤
紗
里
愛
　
　
池
内
　
太
誠

　
内
川
ま
り
ん
　
　
上
総
　
一
暢

　
鎌
野
　
広
大
　
　
清
岡
　
成
美

　
清
岡
美
紗
紀
　
　
小
松
慎
一
郎

　
齊
藤
　
泰
成
　
　
高
橋
　
　
海

　
竹
内
　
瑠
那
　
　
谷
渕
　
　
凌

　
鶴
田
　
将
矩
　
　
西
岡
　
　
和

　
西
岡
　
修
平
　
　
西
岡
　
稔
記

　
西
山
　
拓
海
　
　
西
山
　
知
里

　
西
山
　
友
結
　
　
野
川
　
諄
也

　
平
山
　
貴
博
　
　
美
幸
　
陽
子

　
南
　
　
碧
衣
　
　
南
　
　
匠
真

　
南
　
　
武
志
　
　
山
本
　
侑
嗣

　
横
田
　
八
恵

（
敬
称
略
）

た
か
ひ
ろ

い
く 

や

さ

り

あ

た
い
せ
い

か
い

よ
う 

こ

あ
お 

い

し
ょ
う
ま

か
ず
の
ぶ

た
け 

し

ゆ
う 

し

こ
う
だ
い

な
る 

み

 

や 

え

み

さ

き

し
ん
い
ち
ろ
う

た
い
せ
い

か
い

り
ょ
う

 

る 

な

ま
さ
の
り

い
ず
み

と
し
き

し
ゅ
う
へ
い

た
く 

み

 

ち 

さ
と

 

ゆ 

い

し
げ 

や

新成人謝辞（西岡和さん）思い出話に花が咲いて……

レストランの窓越しには
新成人を祝してだるま夕日も登場

熱心にテーブルマナー講習を受ける新成人たち
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１
月
３
日
、
恒
例
の
体
育
初
め

が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
集
ま
り
、
走
り
初
め
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
体
育
会

が
町
民
の
健
康
を
祈
願
す
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
出
発
式

後
、
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、
安
田

八
幡
宮
を
目
指
し
、
新
春
の
町
並

み
を
駆
け
抜
け
、
平
成
２９
年
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
や
健
勝
を
祈
願
し
ま

し
た
。

　
走
り
終
わ
っ
た
参
加
者
は
、
温

か
い
飲
み
物
で
体
を
温
め
な
が
ら
、

談
笑
す
る
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
体
育
初
め
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
１２
月
１０
日
、
平
成
２８
年
度
町
子
ど
も
会
マ
ラ
ソ

ン
大
会
（
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
主
催
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
文
化
セ
ン
タ
ー
北
側
か
ら
沖
ノ
沢
を
折
り
返

す
コ
ー
ス
で
、
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
の
児
童

３９
人
が
出
場
し
、
大
会
新
記
録
が
４
つ
出
る
な
ど
、

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
各
子

ど
も
会
関
係
者
、
町
交
通
安
全
指
導
員
、
安
田
駐

在
所
員
な
ど
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
事

故
も
な
く
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
に
対
し
、
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

☆
男
子
の
部

１
・
２
年
生
　
１.５
㎞

第
１
位
　
西
岡
　
壮
祐
　
２
年
生
（
唐
浜
東
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
分
３０
秒
　
大
会
新

第
２
位
　
倉
澤
　
正
宗
　
２
年
生
（
唐
浜
東
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
分
２２
秒

第
３
位
　
西
山
　
侑
志
　
２
年
生
（
東
島
西
島
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
分
２６
秒

３
・
４
年
生
　
２.０
㎞

第
１
位
　
山
本
　
敦
輝
　
４
年
生
（
中
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
分
４４
秒

第
２
位
　
松
本
　
征
樹
　
３
年
生
（
安
田
不
動
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１２
分
３０
秒

第
３
位
　
篠
田
　
航
平
　
３
年
生
（
唐
浜
東
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１２
分
３１
秒

５
・
６
年
生
　
２.５
㎞

第
１
位
　
中
野
　
友
駕
　
６
年
生
（
安
田
不
動
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１０
分
２
秒

第
２
位
　
小
川
　
響
己
　
６
年
生
（
安
田
不
動
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１０
分
４３
秒

第
３
位
　
大
和
田
　
春
　
５
年
生
（
東
島
西
島
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１０
分
４５
秒

☆
女
子
の
部

１
・
２
年
生
　
１.５
㎞

第
１
位
　
大
和
田
奈
都
　
２
年
生
（
東
島
西
島
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
分
２６
秒
　
大
会
新

第
２
位
　
清
岡
　
四
葉
　
２
年
生
（
唐
浜
東
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
分
２３
秒

第
３
位
　
安
岡
穂
乃
夏
　
２
年
生
（
安
田
不
動
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
分
４２
秒

３
・
４
年
生
　
２.０
㎞

第
１
位
　
小
島
さ
や
か
　
３
年
生
（
東
島
西
島
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
分
５５
秒
　
大
会
新

第
２
位
　
西
山
和
花
奈
　
４
年
生
（
東
島
西
島
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
分
７
秒
　
大
会
新

第
３
位
　
中
島
　
愛
琶
　
４
年
生
（
清
伸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１０
分
２１
秒

５
・
６
年
生
　
２.５
㎞

第
１
位
　
今
村
　
香
月
　
５
年
生
（
東
島
西
島
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１１
分
４１
秒

第
２
位
　
齊
藤
　
　
愛
　
６
年
生
（
東
島
西
島
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１３
分
１０
秒

第
３
位
　
前
田
　
紘
歌
　
５
年
生
（
東
島
西
島
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１３
分
３６
秒

　
な
お
、
第
３４
回
中
芸
地
区
子
ど
も
駅
伝
競
走

大
会
は
、
平
成
２９
年
２
月
１９
日
（
日
）
田
野
町

で
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
２9
年

体
育
初
め

子どもも大人も元気よく！

平成28年度 安田町子ども会マラソン大会
今年一年健康でありますように

元気よくスタート！

　
今
年
の
安
田
町
子
ど
も
の
夢
実
現
事
業

の
中
学
生
の
夢
は
、
竹
内
遥
南
さ
ん
（
３

年
生
）
の
「
科
学
実
験
を
し
て
み
た
い
」、

小
学
生
の
夢
は
、
山
﨑
ま
り
ん
さ
ん
（
４

年
生
）
の
「
科
学
の
実
験
を
見
て
み
た
い
」

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
は
、
１２
月
１５
日
に
高
知
工
科
大

学
へ
全
校
生
徒
で
見
学
及
び
体
験
に
行
き
、

各
施
設
の
見
学
や
研
究
室
で
は
実
際
に
目

の
錯
覚
を
利
用
し
た
研
究
の
体
験
を
し
、

さ
ら
に
大
学
教
授
に
よ
る
大
学
式
の
体
験

授
業
「
天
然
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
人
工
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
」
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
講
し

ま
し
た
。
講
義
の
中
で
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

の
熱
伝
導
率
の
実
験
を
し
た
際
に
は
、
驚

き
と
感
動
の
声
が
も
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
学
見
学
を
経
て
、「
高
知
工
科

大
学
へ
行
き
た
い
」
と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
、
大
変
意
義
の
あ
る
体
験
に
な
り
ま

し
た
。

　
小
学
生
は
、
１
月
１３
日
に
高
知
工
科
大

学
の
学
生
に
よ
る
科
学
教
室
を
小
学
校
体

育
館
で
行
い
ま
し
た
。

　
全
校
生
徒
で
空
気
砲
等
の
実
験
を
行
い
、

空
気
の
力
を
体
で
感
じ
た
子
ど
も
た
ち
の

歓
声
が
響
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
上
級
生

は
電
池
と
磁
石
で
簡
易
モ
ー
タ
ー
を
作
る

実
験
、
下
級
生
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
作

成
し
た
飛
行
物
体
に
回
転
を
か
け
て
飛
ば

す
実
験
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
科
学
教
室
を
体
験
し
た
こ
と
で
、

科
学
へ
の
新
た
な
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

小
・
中
学
生
の
夢
が
叶
い
ま
し
た
！

平
成
28
年
度
安
田
町
子
ど
も
の
夢
実
現
事
業

新庁舎建設地を役場北側の
町有地に決定しました

　１月１３日に３回目となる安田町庁舎建設検討委員会を開催し
ました。
　今回の委員会では、新庁舎を現在の庁舎北側の町有地（駐
車場及び不燃物仮置場敷地・約３，０００㎡）に建設する事務局
案が了承され、新庁舎建設の基本計画に盛り込むことが確認
されました。
　基本計画の策定にあたり、町民アンケートの実施を予定し
ておりますので、皆さまのご協力をお願いします。

安田小学校

新庁舎建設予定地

現 役場庁舎
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１
月
３
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、
恒
例
の
体
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初
め

が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
集
ま
り
、
走
り
初
め
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
体
育
会

が
町
民
の
健
康
を
祈
願
す
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
出
発
式

後
、
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、
安
田

八
幡
宮
を
目
指
し
、
新
春
の
町
並

み
を
駆
け
抜
け
、
平
成
２９
年
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
や
健
勝
を
祈
願
し
ま

し
た
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走
り
終
わ
っ
た
参
加
者
は
、
温

か
い
飲
み
物
で
体
を
温
め
な
が
ら
、

談
笑
す
る
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
体
育
初
め
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
１２
月
１０
日
、
平
成
２８
年
度
町
子
ど
も
会
マ
ラ
ソ

ン
大
会
（
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
主
催
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
文
化
セ
ン
タ
ー
北
側
か
ら
沖
ノ
沢
を
折
り
返

す
コ
ー
ス
で
、
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
の
児
童

３９
人
が
出
場
し
、
大
会
新
記
録
が
４
つ
出
る
な
ど
、

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
各
子

ど
も
会
関
係
者
、
町
交
通
安
全
指
導
員
、
安
田
駐

在
所
員
な
ど
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
事

故
も
な
く
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
に
対
し
、
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

☆
男
子
の
部

１
・
２
年
生
　
１.５
㎞

第
１
位
　
西
岡
　
壮
祐
　
２
年
生
（
唐
浜
東
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
分
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秒
　
大
会
新

第
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位
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正
宗
　
２
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（
唐
浜
東
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
分
２２
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４
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４４
秒

第
２
位
　
松
本
　
征
樹
　
３
年
生
（
安
田
不
動
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１２
分
３０
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６
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友
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１０
分
２１
秒

５
・
６
年
生
　
２.５
㎞

第
１
位
　
今
村
　
香
月
　
５
年
生
（
東
島
西
島
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１１
分
４１
秒

第
２
位
　
齊
藤
　
　
愛
　
６
年
生
（
東
島
西
島
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１３
分
１０
秒

第
３
位
　
前
田
　
紘
歌
　
５
年
生
（
東
島
西
島
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１３
分
３６
秒

　
な
お
、
第
３４
回
中
芸
地
区
子
ど
も
駅
伝
競
走

大
会
は
、
平
成
２９
年
２
月
１９
日
（
日
）
田
野
町

で
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
２9
年

体
育
初
め

子どもも大人も元気よく！

平成28年度 安田町子ども会マラソン大会
今年一年健康でありますように

元気よくスタート！

　
今
年
の
安
田
町
子
ど
も
の
夢
実
現
事
業

の
中
学
生
の
夢
は
、
竹
内
遥
南
さ
ん
（
３

年
生
）
の
「
科
学
実
験
を
し
て
み
た
い
」、

小
学
生
の
夢
は
、
山
﨑
ま
り
ん
さ
ん
（
４

年
生
）
の
「
科
学
の
実
験
を
見
て
み
た
い
」

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
は
、
１２
月
１５
日
に
高
知
工
科
大

学
へ
全
校
生
徒
で
見
学
及
び
体
験
に
行
き
、

各
施
設
の
見
学
や
研
究
室
で
は
実
際
に
目

の
錯
覚
を
利
用
し
た
研
究
の
体
験
を
し
、

さ
ら
に
大
学
教
授
に
よ
る
大
学
式
の
体
験

授
業
「
天
然
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
人
工
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
」
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
講
し

ま
し
た
。
講
義
の
中
で
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

の
熱
伝
導
率
の
実
験
を
し
た
際
に
は
、
驚

き
と
感
動
の
声
が
も
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
学
見
学
を
経
て
、「
高
知
工
科

大
学
へ
行
き
た
い
」
と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
、
大
変
意
義
の
あ
る
体
験
に
な
り
ま

し
た
。

　
小
学
生
は
、
１
月
１３
日
に
高
知
工
科
大

学
の
学
生
に
よ
る
科
学
教
室
を
小
学
校
体

育
館
で
行
い
ま
し
た
。

　
全
校
生
徒
で
空
気
砲
等
の
実
験
を
行
い
、

空
気
の
力
を
体
で
感
じ
た
子
ど
も
た
ち
の

歓
声
が
響
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
上
級
生

は
電
池
と
磁
石
で
簡
易
モ
ー
タ
ー
を
作
る

実
験
、
下
級
生
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
作

成
し
た
飛
行
物
体
に
回
転
を
か
け
て
飛
ば

す
実
験
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
科
学
教
室
を
体
験
し
た
こ
と
で
、

科
学
へ
の
新
た
な
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

小
・
中
学
生
の
夢
が
叶
い
ま
し
た
！

平
成
28
年
度
安
田
町
子
ど
も
の
夢
実
現
事
業

新庁舎建設地を役場北側の
町有地に決定しました

　１月１３日に３回目となる安田町庁舎建設検討委員会を開催し
ました。
　今回の委員会では、新庁舎を現在の庁舎北側の町有地（駐
車場及び不燃物仮置場敷地・約３，０００㎡）に建設する事務局
案が了承され、新庁舎建設の基本計画に盛り込むことが確認
されました。
　基本計画の策定にあたり、町民アンケートの実施を予定し
ておりますので、皆さまのご協力をお願いします。

安田小学校

新庁舎建設予定地

現 役場庁舎



⑦ ⑥広 報 や す だ 平成29年（2017） 2 月 1 日 広 報 や す だ 平成29年（2017） 2 月 1 日No.614No.614

　町民の声がしっかり届く、町民の目線に立った、町民と共に歩くまちづくりを進めるため、毎月１回、「町長

室開放日」と「町長の中山支所勤務日」を設けています。

　日頃感じていることや役場への提言など、皆さんのご意見をお聞かせください。

2月の「町長室開放日」及び
町長中山支所勤務日について

　◆町長室開放日　　2月２０日（月） 　◆中山支所勤務日　　2月２１日（火）
　◎基　準　時　間 午前１０：００から１２：００まで ／ 午後２：００から５：００まで
　※来客の状況により、若干お待ちいただく場合がありますのでご了承ください。

　青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を
客
観

的
に
つ
か
む
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で

す
。
青
色
申
告
に
は
、
税
法
上
の
メ
リ

ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
速
取
り
組

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　な
お
、
政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域

の
活
力
創
造
本
部
に
お
い
て
、
青
色
申

告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
を
対
象
と
し

た
収
入
保
険
制
度
の
導
入
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
に

は
、
個
人
の
場
合
、
平
成
２９
年
３
月
１５

日
ま
で
に
最
寄
り
の
税
務
署
に
、
「
青

色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

収
入
保
険
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　中
国
四
国
農
政
局
高
知
県
拠
点

　
　地
方
参
事
官
室

　
　
　☎
0
8
8-

8
7
5-

7
2
3
6

農家の皆さんへ　青色申告を始めましょう

第４回連続講演会の振り返り
　「日本遺産へ！中芸は一つのストーリー～魚梁瀬森林鉄道遺産を通した私たちの地域再
発見、そして地域資源の活用を目指して～」の第４回講演会が、１２月１９日北川村「モネ
の庭」マルモッタンフローラルホールにおいて開催されました。その日は、水の庭を特別
にライトアップしていただき、丁野先生や講演会に訪れたお客様を楽しませてくださいました。
　黒岩之浩会長の挨拶の後、公益社団法人日本観光振興協会総合調査研究所長丁野朗氏
の「日本遺産の可能性と期待～地域文化資源・魚梁瀬森林鉄道をどう活かすか～」と題し
た講演会が行われ、用意していた１２０席が満席になり、会場は立ち見客がでるほどの盛
況振りでした。
　丁野先生は、「地域が明確な『物語（メッセージ）』を提示・訴求できなければ、顧客の心
には響かない」、また、「『地域資源の活用』とは、地域の『歴史的投資（資源）』を活かし、
次の時代の新たな産業や雇用を生みだす行為と言える」と教えてくださいました。それが
実現できれば、この中芸地域の大きな発展に繋がると期待しています。

平成２９年度日本遺産申請募集が始まりました！！
　１月４日に、文化庁から、平成２９年度日本遺産申請に関する通達が届きました。申請
は２月２日が締め切りです。
　私たちの協議会では、ストーリー、活性化策両部会長を中心に、文化庁と協議を重ね
ながら、「『森林鉄道遺産』だけでは中芸の魅力が充分に伝わらない。ストーリーの中心に
『ゆず』を据え、林業（森林鉄道）からゆず産業への変遷、山間部に広がるゆず畑の景観、
ゆずを使った郷土料理、地域の人々の暮らしを織り込んだストーリーでまとめていく」と
いう方向性で、申請の準備をすすめてきました。認定可否は、文化庁に設置する外部有
識者で構成される「日本遺産審査委員会」の審査結果を踏まえて、文化庁が決定します。
あとは４月の認定結果を待つのみです。
　私たちの活動も大詰めを迎えております。この活動が日本遺産認定に繋がるよう、中芸
５町村の皆さまが一丸となって応援していただきますよう、よろしくお願いいたします。

「魚梁瀬森林鉄道」日本遺産推進協議会 日本遺産への道

～地域観光資源再発見便りvol.6～

お問い合わせ：「魚梁瀬森林鉄道」日本遺産推進協議会事務局（役場経済建設課内）　☎38-6715

「魚梁瀬森林鉄道」日本遺産推進協議会は、文化庁が認定する平成２９年度日本遺産を目指します

　町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
医
療
機
関
等
で
支
払

う
自
己
負
担
額
の
減
免
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。

　災
害
等
に
よ
り
特
別
の
事
情
が
あ
る
方
で
、
医

療
機
関
等
に
支
払
う
一
部
負
担
金
の
支
払
い
が
困

難
な
と
き
に
、
一
部
負
担
金
の
減
免
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯

①

　震
災
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
の
災
害
に
よ
り

死
亡
も
し
く
は
重
度
の
障
害
の
あ
る
者
と
な

り
、
ま
た
は
資
産
に
重
大
な
損
害
を
受
け
た

と
き
。

②

　干
ば
つ
、
冷
寒
、
凍
霜
害
な
ど
に
よ
る
農
作

物
の
不
作
、
不
漁
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
理

由
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
と
き
。

③

　事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど
に

よ
り
収
入
が
減
少
し
た
と
き
。

④

　右
記
①
〜
③
に
類
す
る
事
情
が
あ
っ
た
と
き
。

※

国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
と
き
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　収
入
な
ど
に
よ
り
、
減
免
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
や
そ
の
割
合
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　一
部
負
担
金
の
減
免
を
受
け
る
場
合
、
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　役
場
町
民
生
活
課

　国
民
健
康
保
険
係

　☎
3
8-

6
7
1
2

国保からのお知らせ



⑦ ⑥広 報 や す だ 平成29年（2017） 2 月 1 日 広 報 や す だ 平成29年（2017） 2 月 1 日No.614No.614

　町民の声がしっかり届く、町民の目線に立った、町民と共に歩くまちづくりを進めるため、毎月１回、「町長

室開放日」と「町長の中山支所勤務日」を設けています。

　日頃感じていることや役場への提言など、皆さんのご意見をお聞かせください。

2月の「町長室開放日」及び
町長中山支所勤務日について
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第４回連続講演会の振り返り
　「日本遺産へ！中芸は一つのストーリー～魚梁瀬森林鉄道遺産を通した私たちの地域再
発見、そして地域資源の活用を目指して～」の第４回講演会が、１２月１９日北川村「モネ
の庭」マルモッタンフローラルホールにおいて開催されました。その日は、水の庭を特別
にライトアップしていただき、丁野先生や講演会に訪れたお客様を楽しませてくださいました。
　黒岩之浩会長の挨拶の後、公益社団法人日本観光振興協会総合調査研究所長丁野朗氏
の「日本遺産の可能性と期待～地域文化資源・魚梁瀬森林鉄道をどう活かすか～」と題し
た講演会が行われ、用意していた１２０席が満席になり、会場は立ち見客がでるほどの盛
況振りでした。
　丁野先生は、「地域が明確な『物語（メッセージ）』を提示・訴求できなければ、顧客の心
には響かない」、また、「『地域資源の活用』とは、地域の『歴史的投資（資源）』を活かし、
次の時代の新たな産業や雇用を生みだす行為と言える」と教えてくださいました。それが
実現できれば、この中芸地域の大きな発展に繋がると期待しています。

平成２９年度日本遺産申請募集が始まりました！！
　１月４日に、文化庁から、平成２９年度日本遺産申請に関する通達が届きました。申請
は２月２日が締め切りです。
　私たちの協議会では、ストーリー、活性化策両部会長を中心に、文化庁と協議を重ね
ながら、「『森林鉄道遺産』だけでは中芸の魅力が充分に伝わらない。ストーリーの中心に
『ゆず』を据え、林業（森林鉄道）からゆず産業への変遷、山間部に広がるゆず畑の景観、
ゆずを使った郷土料理、地域の人々の暮らしを織り込んだストーリーでまとめていく」と
いう方向性で、申請の準備をすすめてきました。認定可否は、文化庁に設置する外部有
識者で構成される「日本遺産審査委員会」の審査結果を踏まえて、文化庁が決定します。
あとは４月の認定結果を待つのみです。
　私たちの活動も大詰めを迎えております。この活動が日本遺産認定に繋がるよう、中芸
５町村の皆さまが一丸となって応援していただきますよう、よろしくお願いいたします。

「魚梁瀬森林鉄道」日本遺産推進協議会 日本遺産への道

～地域観光資源再発見便りvol.6～

お問い合わせ：「魚梁瀬森林鉄道」日本遺産推進協議会事務局（役場経済建設課内）　☎38-6715

「魚梁瀬森林鉄道」日本遺産推進協議会は、文化庁が認定する平成２９年度日本遺産を目指します
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由
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
と
き
。

③

　事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど
に

よ
り
収
入
が
減
少
し
た
と
き
。

④

　右
記
①
〜
③
に
類
す
る
事
情
が
あ
っ
た
と
き
。

※

国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
と
き
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　収
入
な
ど
に
よ
り
、
減
免
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
や
そ
の
割
合
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　一
部
負
担
金
の
減
免
を
受
け
る
場
合
、
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　役
場
町
民
生
活
課

　国
民
健
康
保
険
係

　☎
3
8-

6
7
1
2

国保からのお知らせ
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〜
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
〜

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
い
ざ
と
い

う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ

う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的
年
金
に
加
入

し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と
っ
た

と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、

家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
は
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
人
が
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。

　
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、
安
定

し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
保
証
さ
れ
ま
す
。

◎
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢

年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま

す
。障
害
年
金
は
、病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。ま
た
遺
族
年
金
は
、

加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ

り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ

る
配
偶
者
」
や
「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
」
と

　
　
　
　
　
　「納
付
猶
予
制
度
」

★「
学
生
納
付
特
例
」

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、

ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す

る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外

大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

★「
納
付
猶
予
制
度
」

　
学
生
で
な
い
５０
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本
人
及
び

配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
等
は
役
場
町
民

生
活
課
ま
た
は
南
国
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　役
場
町
民
生
活
課

　
　☎
3
8
–
6
7
1
2

　南
国
年
金
事
務
所

　☎
0
8
8
–
8
6
4
–
1
1
1
1

　住民税の申告期限は、所得税と同じ3月15日（水）までとなっていますので、該当される方は、必ず申告を行ってくだ
さい。

【住民税の申告が必要な方】
　平成29年1月1日現在、安田町に住所を有し、次のいずれかに該当される方（所得税の申告をされる方は除きます）
①平成28年中に事業所得（営業・農業など）、不動産所得、配当所得、雑所得などがあった方
②給与所得があった方で、会社で年末調整を受けていない方
③医療費控除、雑損控除、社会保険料控除などの各種所得控除を受ける方

　町では、申告していただく必要がある方（見込みの方も含む）に申告書を送付します。
　この申告書は、町県民税や国民健康保険税などを賦課するための資料となるほか、後期高齢者医療保険料、保
育料、福祉サービスの算定資料となります。
　申告されていないため、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料などの軽減が受けられない場合や所得証明書
が発行できない場合がありますので、申告書が届いた方は必ず期限までに申告してください。

　町役場から申告書が、送られてこなかった方でも、申告が必要な方や申告に関して分からないことなど、不明な点
がございましたら、役場総務課（☎38－6711）までお問い合わせください。
　次のとおり申告相談を実施します。会場にお越しの際には、印かん、収入証明書や各種領収書など、所得計算
に必要な書類と、マイナンバーカード（または番号確認書類と身元確認書類）をご持参ください。

住民税の申告は3月15日までです

※国民健康保険税及び後期高齢者医療保険料の軽減措置は、一定基準の所得以下の世帯に適用される
制度ですが、世帯主及びその世帯に属する被保険者の中に、一人でも未申告者がいると、この制度が受
けられない場合がありますので、収入がない方でも住民税の申告は必ず行ってください。

※対象地区の方を優先させていただきます。その他の地区の方も受付はできます。

※各会場とも混雑が予想されますので、長時間お待ちいただく場合がございます。ご了承ください。

※今年度より、申告書にマイナンバーの記載が必要となります。

対象地区 場　　所 日　　時

小川、船倉、瀬切
中里地区

間下、内京坊、正
弘、別所、西ノ川、
中ノ川地区

安田地区

せせらぎの郷小川

中山支所

 ふれあいセンター

2月20日（月）から21日（火）までの2日間
午前9時から午後5時まで

2月22日（水）から24日（金）までの3日間
午前9時から午後5時まで

2月28日（火）から3月3日（金）までの4日間
午前9時から午後5時まで

≪ 申告相談の日程 ≫

申告書へのマイナンバーの記載及び本人確認について
今年度より申告書の提出の際には、
マイナンバーの記載 + 本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。
本人確認書類
◆ マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方は

◆ マイナンバーカードをお持ちでない方は
●マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。

番 号 確 認 書 類
《ご本人のマイナンバーを確認できる書類》
●通知カード
●住民票の写しまたは住民票記載事項証明書
 （マイナンバーの記載があるものに限ります。）
　　　　　　　　　　　　などのうちいずれか1つ

身 元 確 認 書 類
《記載したマイナンバーの持ち主であることを確
認できる書類》
●運転免許証　　●パスポート
● 身体障害手帳　●在留カード

などのうちいずれか1つ※

※公的医療保険の被保険者証等、写真表示のない身元確認書類については2種類以上必要です。
●家族が配偶者控除、扶養控除や事業専従者控除等の対象となる方は、対象となる家族のマイナン
バーも必要です。
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と
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は
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、
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、
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給
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後
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の
も
の
で
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ん

　
国
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年
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に
は
、
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を
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き
の
老
齢
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金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
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年
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は
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気
や
事
故
で
障
害
が
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た
と
き
に
受
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取
れ
ま
す
。ま
た
遺
族
年
金
は
、
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入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ

り
生
計
を
維
持
さ
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て
い
た
遺
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（「
子
の
あ

る
配
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」
や
「
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」）
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取
れ
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す
。
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猶
予
制
度
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学
生
納
付
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の
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に
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い
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め
、
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の
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一
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以
下
の
場
合
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の
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付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
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に
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学
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校
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年
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課
程
）、
一
部
の
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大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。
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予
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で
な
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５０
歳
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の
方
で
、
ご
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及
び

配
偶
者
の
所
得
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一
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以
下
の
場
合
に
、
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　住民税の申告期限は、所得税と同じ3月15日（水）までとなっていますので、該当される方は、必ず申告を行ってくだ
さい。

【住民税の申告が必要な方】
　平成29年1月1日現在、安田町に住所を有し、次のいずれかに該当される方（所得税の申告をされる方は除きます）
①平成28年中に事業所得（営業・農業など）、不動産所得、配当所得、雑所得などがあった方
②給与所得があった方で、会社で年末調整を受けていない方
③医療費控除、雑損控除、社会保険料控除などの各種所得控除を受ける方

　町では、申告していただく必要がある方（見込みの方も含む）に申告書を送付します。
　この申告書は、町県民税や国民健康保険税などを賦課するための資料となるほか、後期高齢者医療保険料、保
育料、福祉サービスの算定資料となります。
　申告されていないため、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料などの軽減が受けられない場合や所得証明書
が発行できない場合がありますので、申告書が届いた方は必ず期限までに申告してください。

　町役場から申告書が、送られてこなかった方でも、申告が必要な方や申告に関して分からないことなど、不明な点
がございましたら、役場総務課（☎38－6711）までお問い合わせください。
　次のとおり申告相談を実施します。会場にお越しの際には、印かん、収入証明書や各種領収書など、所得計算
に必要な書類と、マイナンバーカード（または番号確認書類と身元確認書類）をご持参ください。

住民税の申告は3月15日までです

※国民健康保険税及び後期高齢者医療保険料の軽減措置は、一定基準の所得以下の世帯に適用される
制度ですが、世帯主及びその世帯に属する被保険者の中に、一人でも未申告者がいると、この制度が受
けられない場合がありますので、収入がない方でも住民税の申告は必ず行ってください。

※対象地区の方を優先させていただきます。その他の地区の方も受付はできます。

※各会場とも混雑が予想されますので、長時間お待ちいただく場合がございます。ご了承ください。

※今年度より、申告書にマイナンバーの記載が必要となります。

対象地区 場　　所 日　　時

小川、船倉、瀬切
中里地区

間下、内京坊、正
弘、別所、西ノ川、
中ノ川地区

安田地区

せせらぎの郷小川

中山支所

 ふれあいセンター

2月20日（月）から21日（火）までの2日間
午前9時から午後5時まで

2月22日（水）から24日（金）までの3日間
午前9時から午後5時まで

2月28日（火）から3月3日（金）までの4日間
午前9時から午後5時まで

≪ 申告相談の日程 ≫

申告書へのマイナンバーの記載及び本人確認について
今年度より申告書の提出の際には、
マイナンバーの記載 + 本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。
本人確認書類
◆ マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方は

◆ マイナンバーカードをお持ちでない方は
●マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。

番 号 確 認 書 類
《ご本人のマイナンバーを確認できる書類》
●通知カード
●住民票の写しまたは住民票記載事項証明書
 （マイナンバーの記載があるものに限ります。）
　　　　　　　　　　　　などのうちいずれか1つ

身 元 確 認 書 類
《記載したマイナンバーの持ち主であることを確
認できる書類》
●運転免許証　　●パスポート
● 身体障害手帳　●在留カード

などのうちいずれか1つ※

※公的医療保険の被保険者証等、写真表示のない身元確認書類については2種類以上必要です。
●家族が配偶者控除、扶養控除や事業専従者控除等の対象となる方は、対象となる家族のマイナン
バーも必要です。
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つれ  づれ

～中山はどんどん元気になりゆうで～

集落活動センターなかやま・応援隊へのお問い合わせ、ご意見、ご要望は、
　　　　　　　　　　　   　☎３０－１７５０までお気軽に！ ^○^

徒然なかやま 安田町ふるさと応援隊・2月のお便り安田町ふるさと応援隊・2月のお便り

平成28年もお世話になったぞね！年末感謝イベント！

つれ  づれ

　１２月２３日に集落活動センターで、餅つきが
行われました。これは、中山を元気にする会
が日頃の感謝をこめて行っている行事で、自
分たちの作ったもち米で餅をつき、来場者に
無料でお餅が振る舞われました。昔ながらの
木の臼と杵で行う餅つきに、訪れた大学生や
地元の方は寒さも忘れて大盛り上がりでした。

◎キッチン安田川の営業について◎
　ケーキ、パンの製造、販売は、２月をもっていったん終了させていただ
きます。長らくのご愛顧誠にありがとうございました。
　今後の営業については、調整中ですので、決まり次第またお知らせし
ますので、よろしくお願いします。

キッチン安田川（よってん屋）・２月の営業日
2月10日（金）、2月 11日（土）
2月21日（火）

２月７日は「北方領土の日」
四島（しま）の未来　心かよわせ　返還へ

2月は「北方領土返還運動全国強調月間」です。

北方領土返還要求運動高知県民会議
〒780-0870　高知市本町1-6-24高知商工会議所内
☎088-875-1170  e-mail  soumu@cciweb.or.jp

2月28日納期日

　平成２９年度臨時的任用職員を次のとおり募集しています。

固 定 資 産 税  第4期分
国民健康保険税  第8期分

平成２９年度安田町臨時的任用職員の募集について

１　任用職種及び任用人員
⑴事務補助職員　　　　　若干名
⑵移住相談員　　　　　　若干名
⑶作業員　　　　　　　　若干名

２　任用資格
⑴事務補助職員…高等学校卒業程度の学力を有す

る者
⑵移住相談員…高等学校卒業程度の学力を有す

る者
⑶作　業　員…普通自動車第一種免許を有する

者
機械を使った草刈りの経験を有
する者

３　任用等
　臨時職員任用予定者名簿に１年間登載し、町臨
時職員採用計画に基づき、随時任用します。

４　申込手続
⑴申込方法
　役場総務課に備え付けの臨時的任用職員申込
書及び履歴書により申し込んでください
（注）履歴書には、最近６カ月以内に撮影した写

真（上半身、脱帽、正面向きのもの）を貼
付（写真サイズ 縦３６～４０㎜、横２４～３０㎜）

⑵受付期間
　平成２９年３月３日（金）までの土曜日及び日
曜日を除き毎日午前８時３０分から午後５時１５分
まで

５　給料等
　臨時的任用職員等の取扱要綱（平成３年訓令第
２号）によります。

詳細については、役場総務課にお問い合わせください（☎38－6711）

ふるさと納税寄附者の皆さんからの応援メッセージを紹介します

•安田朗がすごく気になって、初めて寄附させていただきました。これを機に

いつか伺えたらと思っています！

•初めてのふるさと納税は高知県安田町です。以前から気になっていたので「ふ

るさと納税はここで」と決めてました。

•安田町は母の田舎です。私は東京育ちですが、子供の頃は毎夏遊びに行っていました。思

い出がたくさんあります。いつまでも自然豊かで、美しい田舎が残っていてほしいと思い

ます。

•移住のＰＲ映像とってもよかったです！この自然がいつまでも守られますよう願っています！

•高知の自然薯は、本当においしいと知人に聞きました。これからもぜひ豊かな自然を守り、育ててください！！

•オオモンハタとてもおいしかったです。安田町の豊饒な海を感じることができました。

みなさん、ご寄附、応援
ありがとうございます

平成28年12月～平成29年1月の応援メッセージ
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　糖尿病の恐ろしさは合併症にあります。
　３大合併症といわれる糖尿病網膜症、糖尿病腎症、末梢神経障は放っておけばほぼ現れる
合併症です。
　毎年多くの人が失明したり、人工透析が必要と
なったり、足を切断したりしています。
　ただし、日常的に血糖をコントロールすれば、
３大合併症にかかるのを防ぐことは可能です。
　それ以外の重大な合併症が動脈硬化です。
　高血圧や脂質異常、肥満などとの相互作用で進
行していき、やがては心臓病や脳卒中など命の危
険も招きます。

健 康 手 帳

お問い合わせ先　町保健センター　☎３８－６６７８

◎糖尿病になるとなぜ怖いのか？

•食べ過ぎないことと規則正しくバランスのよい食事が欠かせません。
•基本は、朝・昼・晩の食事をきちんととることです。間食はごくごく控えてください。
•コーヒーや紅茶にはなるべく砂糖は入れないように、どうしても欲しいなと思ったら、代
用となる人工甘味料を持ち歩いてみるのもよいでしょう。
•和食や和風の定食をとる機会を多めにしましょう。
•バター、マーガリンやドレッシング、揚げものや油炒めなどはカロリーが高いので注意し
ましょう。
•野菜、海草、玄米、麦ごはん、キノコ類などから食物繊維を積極的に
とりましょう。
•主菜をとりすぎる場合が多い方は、おかずの量に注意してみましょう。

糖尿病ってどんな病気でしょうか？　 
　糖尿病は、インスリンの不足や働きが鈍ることで、血液中にブドウ糖が慢性的にあふれだす病気です。
原因のほとんどは食べ過ぎや運動不足など生活習慣の乱れです。
　日本では  成人の約 2割が糖尿病かその予備軍  とされています。

平成２９年度　『予備自衛官補』募集

詳しくは自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所までご連絡ください。

募　集　種　目 資　　格 受 付 期 間

予備自衛官補
18歳以上34歳未満の者
18歳以上で国家免許資格等を保有する
者（資格により53～55歳未満の者）

試　験　日
4月14日～18日

（いずれか1日を
指定されます。）

平成29年
4月7日（金）まで

安芸市本町3丁目11－5（すまいるあき 前 2F）　☎　35－2749
 E-mail　kochi.pco.aki@rct.gsdf.mod.go.jp

一　　般

技　　能

　予備自衛官補制度とは、一般社会人や学生の方を予備自衛官補として採用し、教育訓練修了後、予備自衛官として
任用する制度です。
　予備自衛官補に採用されると、一般の場合３年以内に５０日間、技能の場合２年以内に１０日間の教育訓練に参加し、
必要な知識・技能を修得します。

　独立行政法人自動車事故対策機構（ＮＡＳＶＡ：ナスバ）
では、育成資金の無利子貸付や介護料の支給を行ってい
ます。

○育成資金の無利子貸付
　自動車事故が原因で保護者が亡くなったり、重度の
後遺障害を残すことになった家庭（生活貧困家庭）の
児童を対象に、中学校卒業までの間、無利子で育成資
金をお貸しします。
•金額　一　時　金…１５万５千円
　　　　月　　　額…１万円または２万円

入学支度金…４万４千円（小学校、中学校に入
学されるお子様、希望者）

○友の会への入会
　自動車事故により保護者が亡くなられたり、重い後
遺障害を残すこととなった家庭の中学校卒業までのお
子様であれば、入会することができます。（会費無料）

  活動内容　　もの作り体験や１泊２日のキャンプ等を
行っています。写真、絵画や書道のコ
ンテストを毎年開催。

○介護料の支給
　自動車による交通事故が原因で、「脳」、「脊髄」ま
たは「胸腹部臓器」に重度の後遺障害が残り、日常生
活において「常時」または「随時」の介護が必要な方
に介護料を支給しています。
•支給額（月額）　認定された種別ごとに
　特Ⅰ種（最重度）　　　６８,４４０円～１３６,８８０円
　　Ⅰ種（常時要介護）　５８,５７０円～１０８,０００円
　　Ⅱ種（随時要介護）　２９,２９０円～  ５４,０００円

問い合わせ先
独立行政法人自動車事故対策機構　高知支所
高知県高知市南の丸町 5－17
☎088－831－1817

１　処遇等
　⑴　身　分
　　　非常勤の特別職国家公務員
　⑵　手当等

教育訓練招集手当：日額7,900円（教育訓練参加日
数分支給）

教育訓練招集旅費：教育訓練招集に応じて訓練に
参加する場合、自宅から教育
訓練実施駐屯地までの交通
費を支給

　⑶　衣食住
ア　食　事：教育訓練招集間は無料支給
イ　宿　泊：教育訓練招集間は駐屯地内の宿舎に

宿泊（無料）
ウ　被服等：教育訓練で使用する作業服等は無償

貸与

２　教育訓練の開始時期
　　平成29年7月以降

青年国際交流事業に参加しませんか
●内閣府では、平成29年度に実施する青年国際交流事業（国際青年育成交流事業／日本・韓国青年親善交流事
業／「東南アジア青年の船」事業／次世代グローバルリーダー事業「シップ・フォー・ワールド・ユース・リーダーズ」／
地域課題対応人材育成事業「地域コアリーダープログラム」）の参加青年を募集しています。
●お問い合わせは、内閣府青年国際交流担当室（☎03-6257-1434、http://www.cao.go.jp/koryu/）または高知
県文化生活部国際交流課（☎088-823-9605）まで。

NASVAの交通事故被害者援護制度をご存じですか

◎予防・改善のポイント
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○介護料の支給
　自動車による交通事故が原因で、「脳」、「脊髄」ま
たは「胸腹部臓器」に重度の後遺障害が残り、日常生
活において「常時」または「随時」の介護が必要な方
に介護料を支給しています。
•支給額（月額）　認定された種別ごとに
　特Ⅰ種（最重度）　　　６８,４４０円～１３６,８８０円
　　Ⅰ種（常時要介護）　５８,５７０円～１０８,０００円
　　Ⅱ種（随時要介護）　２９,２９０円～  ５４,０００円

問い合わせ先
独立行政法人自動車事故対策機構　高知支所
高知県高知市南の丸町 5－17
☎088－831－1817

１　処遇等
　⑴　身　分
　　　非常勤の特別職国家公務員
　⑵　手当等

教育訓練招集手当：日額7,900円（教育訓練参加日
数分支給）

教育訓練招集旅費：教育訓練招集に応じて訓練に
参加する場合、自宅から教育
訓練実施駐屯地までの交通
費を支給

　⑶　衣食住
ア　食　事：教育訓練招集間は無料支給
イ　宿　泊：教育訓練招集間は駐屯地内の宿舎に

宿泊（無料）
ウ　被服等：教育訓練で使用する作業服等は無償

貸与

２　教育訓練の開始時期
　　平成29年7月以降

青年国際交流事業に参加しませんか
●内閣府では、平成29年度に実施する青年国際交流事業（国際青年育成交流事業／日本・韓国青年親善交流事
業／「東南アジア青年の船」事業／次世代グローバルリーダー事業「シップ・フォー・ワールド・ユース・リーダーズ」／
地域課題対応人材育成事業「地域コアリーダープログラム」）の参加青年を募集しています。
●お問い合わせは、内閣府青年国際交流担当室（☎03-6257-1434、http://www.cao.go.jp/koryu/）または高知
県文化生活部国際交流課（☎088-823-9605）まで。

NASVAの交通事故被害者援護制度をご存じですか

◎予防・改善のポイント
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体操

リハビリ講習会
体操・レク
体操

体操・食事会
恵方巻き

体操
体操
音楽療法
体操
体操・3Ｂ
体操・レク
体操

体操・レク
体操
体操

体操
体操

小学生との交流
体操
体操
体操・レク
体操

体操・3Ｂ
体操
体操

体操
体操

体操・食事会
体操
体操
体操・レク
体操

体操
体操
体操

体操
体操

体操・食事会

東島中村東集会所
ふれあいセンター
ふれあいセンター
東島城集会所

不動集会所
東谷集会所

（東谷・唐浜合同）

東島老人憩いの家
東島城集会所
ふれあいセンター
東島中村東集会所
唐浜老人里の家
ふれあいセンター
東島城集会所

不動集会所
唐浜老人里の家
東谷集会所

東島老人憩いの家
東島城集会所
ふれあいセンター
東島中村東集会所
唐浜老人里の家
ふれあいセンター
東島城集会所

不動集会所
唐浜老人里の家
東谷集会所

東島老人憩いの家
東島城集会所
ふれあいセンター
東島中村東集会所
唐浜老人里の家
ふれあいセンター
東島城集会所

不動集会所
唐浜老人里の家
東谷集会所

東島老人憩いの家
東島城集会所
ふれあいセンター

「きこえと補聴器について」
【きこえが悪くなる病気（右図）】
①耳垢栓塞
特に柔らかい耳垢の人に起こりやすい。自分で

とれない人は定期的に耳鼻咽喉科を受診して

とってもらいましょう。

②中耳炎
特に慢性中耳炎になると、きこえが悪くなりま

す。鼓膜に穴があいている人、ときどき耳だれ

の出る人は、受診しましょう。手術で治ること

があります。

③突発性難聴
突然片耳が聞こえなくなる病気です。重症な時

はめまいを伴うことがあります。速やかに治療

を受けた方が治りやすいので、すぐに受診しま

しょう。

④メニエール病
ストレスや睡眠不足により、片耳または両耳がつまって聞こえにくくなる病気です。重症な場合は激しい

めまいが起こります。突発性難聴と区別が必要なこともあるので、速やかに受診しましょう。

⑤老人性難聴
誰でも平均的に５０歳から両耳で聴力の老化が始まります。概ね７５～８０歳になると日常会話に不便を感じ

るようになります。治らないので補聴器をつけることが勧められます。

【補聴器】天皇皇后両陛下も使われています！
•家族など親しい人に指摘されたら購入を考えましょ

う。

•補聴器の音に慣れる練習が必要です。

•高価＝よく聞こえる　ではない！

•小さい（目立たない）→高価な傾向

•自分の使いたい状況で役に立つかお試し（貸し出し）

が必須です。

•補聴器を使うことは認知機能の維持に有用です。（米国の報告）

•医療機器です。耳鼻咽喉科で検査を受け、必ず専門店で買いましょう。

•通信販売には耳によくない機械もあります。お勧めできません。

高知大学医学部　地域看護学（耳鼻咽喉科専門医）奥谷文乃

̶ 高知大学医学部看護学科だより ̶

突発性難聴
メニエール病

中耳炎 老人性難聴

耳垢栓塞

補聴器の種類（形）

挿耳形 耳掛形

交通事故の概況
（平成２８年１月１日～１２月３１日）

１.県内

２.安芸署管内

３.安田町発生件数

（　）内は１２月発生件数

（　）内は１２月発生件数

※１、２は物損を除く

件　　数 死　　者 傷　　者

件　　数 死　　者 傷　　者

累　計

２８年

２７年

増減

２８年

２７年

増減

件　　　　数

死　　　　者

傷　者
重　傷

軽　傷

物　　　　　　損

人

　
　
　身

（２１５）２,１９３

（２０６）２,３９１

（９）△１９８

（２２９）２,４４７

（２３３）２,７３２

（△４）△２８５

（  ３  ）   ４２

（  ２  ）   ３０

（  １  ）　１２

（ １３ ）   １０４

（ １１ ）   １２０

（ ２ ）  △１６

（  ０  ）　 ４

（  ０  ）　 １

（  ０  ）　 ３

（ １４ ）   １３６

 （ １４ ）   １６３

（  ０  ） △２７

３ 

０ 

０ 

４ 

６ 

１１ 

０ 

１ 

１４ 

８８ 

１２月計
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体操・食事会
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体操
音楽療法
体操
体操・3Ｂ
体操・レク
体操

体操・レク
体操
体操

体操
体操

小学生との交流
体操
体操
体操・レク
体操

体操・3Ｂ
体操
体操

体操
体操

体操・食事会
体操
体操
体操・レク
体操

体操
体操
体操

体操
体操

体操・食事会

東島中村東集会所
ふれあいセンター
ふれあいセンター
東島城集会所

不動集会所
東谷集会所

（東谷・唐浜合同）

東島老人憩いの家
東島城集会所
ふれあいセンター
東島中村東集会所
唐浜老人里の家
ふれあいセンター
東島城集会所

不動集会所
唐浜老人里の家
東谷集会所

東島老人憩いの家
東島城集会所
ふれあいセンター
東島中村東集会所
唐浜老人里の家
ふれあいセンター
東島城集会所

不動集会所
唐浜老人里の家
東谷集会所

東島老人憩いの家
東島城集会所
ふれあいセンター
東島中村東集会所
唐浜老人里の家
ふれあいセンター
東島城集会所

不動集会所
唐浜老人里の家
東谷集会所

東島老人憩いの家
東島城集会所
ふれあいセンター

「きこえと補聴器について」
【きこえが悪くなる病気（右図）】
①耳垢栓塞
特に柔らかい耳垢の人に起こりやすい。自分で

とれない人は定期的に耳鼻咽喉科を受診して

とってもらいましょう。

②中耳炎
特に慢性中耳炎になると、きこえが悪くなりま

す。鼓膜に穴があいている人、ときどき耳だれ

の出る人は、受診しましょう。手術で治ること

があります。

③突発性難聴
突然片耳が聞こえなくなる病気です。重症な時

はめまいを伴うことがあります。速やかに治療

を受けた方が治りやすいので、すぐに受診しま

しょう。

④メニエール病
ストレスや睡眠不足により、片耳または両耳がつまって聞こえにくくなる病気です。重症な場合は激しい

めまいが起こります。突発性難聴と区別が必要なこともあるので、速やかに受診しましょう。

⑤老人性難聴
誰でも平均的に５０歳から両耳で聴力の老化が始まります。概ね７５～８０歳になると日常会話に不便を感じ

るようになります。治らないので補聴器をつけることが勧められます。

【補聴器】天皇皇后両陛下も使われています！
•家族など親しい人に指摘されたら購入を考えましょ

う。

•補聴器の音に慣れる練習が必要です。

•高価＝よく聞こえる　ではない！

•小さい（目立たない）→高価な傾向

•自分の使いたい状況で役に立つかお試し（貸し出し）

が必須です。

•補聴器を使うことは認知機能の維持に有用です。（米国の報告）

•医療機器です。耳鼻咽喉科で検査を受け、必ず専門店で買いましょう。

•通信販売には耳によくない機械もあります。お勧めできません。

高知大学医学部　地域看護学（耳鼻咽喉科専門医）奥谷文乃

̶ 高知大学医学部看護学科だより ̶

突発性難聴
メニエール病

中耳炎 老人性難聴

耳垢栓塞

補聴器の種類（形）

挿耳形 耳掛形

交通事故の概況
（平成２８年１月１日～１２月３１日）

１.県内

２.安芸署管内

３.安田町発生件数

（　）内は１２月発生件数

（　）内は１２月発生件数

※１、２は物損を除く

件　　数 死　　者 傷　　者

件　　数 死　　者 傷　　者

累　計

２８年

２７年

増減

２８年

２７年

増減

件　　　　数

死　　　　者

傷　者
重　傷

軽　傷

物　　　　　　損

人

　
　
　身

（２１５）２,１９３

（２０６）２,３９１

（９）△１９８

（２２９）２,４４７

（２３３）２,７３２

（△４）△２８５

（  ３  ）   ４２

（  ２  ）   ３０

（  １  ）　１２

（ １３ ）   １０４

（ １１ ）   １２０

（ ２ ）  △１６

（  ０  ）　 ４

（  ０  ）　 １

（  ０  ）　 ３

（ １４ ）   １３６

 （ １４ ）   １６３

（  ０  ） △２７

３ 

０ 

０ 

４ 

６ 

１１ 

０ 

１ 

１４ 

８８ 

１２月計
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広
域
行
政
の

　
　
　

 
推
進
状
況

町
営
事
業
の

　
　
　

 

進
捗
状
況

　12
月
7
日
開
会
。
町
選
挙
管
理
委
員
等
の
選
挙
、
条
例
制
定
・
改
正
、

補
正
予
算
等
を
審
議
、
2
氏
が
一
般
質
問
を
行
い
9
日
に
閉
会
し
た
。

12月定例会

第 148 号

行
政
報
告（
概
要
）黒岩之浩町長

実
施
し
、
違
反
是
正
や
事
故
防
止

の
指
導
を
行
っ
た
ほ
か
、
本
年
採

用
と
な
っ
た
職
員
１
人
が
現
在
、

消
防
学
校
で
の
研
修
課
程
を
受
講

中
で
あ
り
、
終
了
次
第
、
年
明
け

か
ら
消
防
隊
へ
の
配
属
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

◆
介
護
保
険
業
務
◆

　
１０
月
末
の
要
介
護
認
定
者
数
は

９２７
人
で
、
給
付
実
績
は
、
前
年
同

期
比
で
約
１.９
％
の
増
で
推
移
し
て

い
る
。
予
防
給
付
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
は
、
９
月
末
現
在
、
８６
件
の

介
護
予
防
支
援
計
画
を
作
成
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
事
業
計
画
の
骨
子
で
あ

る
「
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

が
、
来
年
、
最
終
年
度
と
な
る
こ

と
か
ら
、
次
期
計
画
策
定
に
向
け
、

高
齢
者
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
等
、
基

礎
資
料
作
り
を
進
め
て
お
り
、
今

後
も
、
地
域
住
民
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

円
滑
な
事
業
運
営
に
努
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
保
健
福
祉
業
務
◆

　
就
学
前
児
童
を
対
象
に
開
設
さ

れ
た
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の

実
利
用
者
数
は
２５
人
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
小
学
生
を
対
象
と
し

た
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、

実
利
用
者
２０
人
、
給
付
額
１
千
１００

◆
ご
め
ん
・
な
は
り
線
◆

　
９
月
ま
で
の
上
半
期
の
営
業
概

況
は
、
通
勤
・
通
学
定
期
利
用
者

の
落
ち
込
み
に
よ
り
、
輸
送
人
員
、

運
賃
収
入
と
も
、
前
年
同
期
を
約

３
％
下
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
取
締
役
会
に
お
い

て
、
上
半
期
の
実
績
を
基
に
収
支

計
画
に
つ
い
て
、
営
業
経
費
の
圧

縮
や
補
助
金
充
当
な
ど
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
経
営
状
況
が
厳
し
い
阿

佐
海
岸
鉄
道
は
、
平
成
３３
年
度
ま

で
の
５
年
間
の
次
期
経
営
計
画
を

立
て
た
う
え
で
、
安
定
的
な
鉄
道

経
営
を
支
え
る
た
め
の
基
金
造
成

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
租
税
債
権
管
理
機
構
◆

　
１０
月
末
現
在
、
６
市
町
村
か
ら

の
移
管
案
件
全
体
で
、
徴
収
率

３０
％
、
約
４
千
９５０
万
円
の
収
入
実

績
で
、
う
ち
本
町
分
は
２８
件
、
約

２８０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
は
、
預
貯
金
差
押
え
等
の

滞
納
処
分
と
並
行
し
て
、
不
動
産

公
売
執
行
に
向
け
て
の
資
産
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
年
間
収
納
目
標
、

４０
％
、
６
千
６００
万
円
の
達
成
を
目

指
し
て
い
く
。

◆
広
域
的
観
光
業
務
◆

　
県
東
部
地
域
の
観
光
客
の
動
向

調
査
等
を
行
い
、
観
光
戦
略
づ
く

り
や
地
域
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
の
情
報
発
信
や
旅
行
会
社

へ
の
セ
ー
ル
ス
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
旅
行
業
の
取
得

に
つ
い
て
は
、
全
国
及
び
高
知
県

旅
行
業
協
会
へ
の
入
会
承
認
が
終

わ
り
、
営
業
許
可
手
続
き
を
申
請

中
で
あ
る
。

　
旅
行
取
扱
事
業
と
し
て
は
、
本

年
度
、
東
京
等
か
ら
中
学
校
１
校
、

高
等
学
校
２
校
、
延
べ
５６９
人
の
教

育
旅
行
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
次

年
度
以
降
も
９
校
の
受
入
が
決
定

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
育
旅
行

を
地
域
の
お
も
て
な
し
事
業
の
柱

と
位
置
付
け
、
官
民
が
一
体
と
な
っ

て
受
入
態
勢
の
整
備
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

◆
戸
籍
事
務
共
同
利
用
◆

　
中
芸
広
域
連
合
で
進
め
る
戸
籍

シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用
に
つ
い
て

は
、
高
知
地
方
法
務
局
か
ら
事
務

処
理
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

順
次
機
器
の
導
入
を
進
め
、
本
年

１２
月
末
に
は
、
構
成
町
村
で
の
シ

ス
テ
ム
運
用
を
始
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

◆
消
防
・
救
急
業
務
◆

　
１０
月
末
現
在
、
管
内
の
火
災
発

生
件
数
は
５
件
で
、
前
年
同
期
比

２
件
の
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
本

町
で
の
発
生
は
な
い
。

　
本
格
的
な
冬
の
到
来
を
迎
え
、

火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な

る
こ
と
か
ら
、
年
末
・
年
始
の
防

火
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
、
火

災
予
防
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
救
急
業
務
は
、
出
動
件
数
、
搬

送
人
員
と
も
前
年
同
期
と
比
べ
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
救
急
隊

員
の
一
層
の
資
質
向
上
を
図
る
と

と
も
に
応
急
手
当
等
の
普
及
啓
発

に
よ
り
、
救
急
救
命
率
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
管
内
の
危
険
物
貯
蔵
施

設
等
３９
施
設
の
立
ち
入
り
検
査
を

万
円
と
、
利
用
回
数
の
増
に
伴
い
、

前
年
同
期
比
約
２０
％
増
の
実
績
と

な
っ
て
い
る
。

　
障
が
い
保
健
福
祉
で
は
、
自
立

支
援
医
療
費
給
付
に
つ
い
て
、
心

臓
機
能
障
害
で
の
更
生
医
療
件
数

の
減
に
よ
り
、
医
療
給
付
費
１
千

７００
万
円
と
前
年
同
期
比
２３
％
の
減

と
な
っ
て
い
る
が
、
自
立
支
援
給

付
全
体
で
は
、
施
設
の
短
期
入
所

利
用
の
増
に
よ
り
、
給
付
費
１
億

３
千
２４０
万
円
と
、
前
年
同
期
比
２
％

の
微
増
状
況
に
あ
る
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
◆

　
１１
月
末
で
、
約
４
千
３００
件
、
４

千
４８０
万
円
の
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
新
た
に
全
日
空
が
運
用
す

る
「
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
」
へ

の
掲
載
も
開
始
し
て
お
り
、
寄
付

金
目
標
額
１
億
円
の
達
成
に
向
け
、

町
の
魅
力
を
全
国
発
信
し
、
貴
重

な
自
主
財
源
の
確
保
は
も
と
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

◆
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
◆

　
１０
月
末
現
在
の
累
計
販
売
電
力

量
は
、
約
９９
万
４
千
ｋＷ
、
売
電
額

約
４
千
３００
万
円
と
、
計
画
売
電
額

を
約
１
千
万
円
上
回
る
実
績
を
上

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
な
お
、
現
在
、
１
人
の
方
が
、

新
規
就
農
を
目
指
し
、
町
内
農
家

の
元
で
、
施
設
ナ
ス
の
栽
培
管
理

技
術
等
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　
畜
産
業
に
つ
い
て
も
、
高
知
市

か
ら
１
組
の
家
族
が
転
入
し
、
来

年
１
月
か
ら
町
内
で
新
た
に
肉
用

牛
の
繁
殖
経
営
で
の
新
規
就
農
を

目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
レ
ン

タ
ル
畜
産
施
設
や
肉
用
牛
導
入
事

業
な
ど
の
就
農
支
援
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
今
後
も
、
こ
う
し

た
新
た
な
担
い
手
の
育
成
や
研
修

後
の
新
規
就
農
支
援
策
を
進
め
て

い
く
。

◆
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
◆

　
薬
師
東
地
区
に
建
設
中
の
津
波

避
難
タ
ワ
ー
に
つ
い
て
、
先
月
、

作
業
員
の
転
落
死
亡
事
故
が
発
生

し
て
い
る
。
現
在
、
労
働
基
準
監

督
署
に
よ
る
調
査
が
継
続
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
行

政
処
分
の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、

結
果
が
分
か
り
次
第
、
議
会
へ
報

告
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
工
事
は
労
働
基
準
監
督

署
の
許
可
の
も
と
に
再
開
さ
れ
て

お
り
、
予
定
ど
お
り
１
月
末
の
完

成
予
定
で
あ
る
。

げ
、
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

◆
庁
舎
建
設
◆

　
町
内
関
係
機
関
や
公
募
委
員
１４

人
で
構
成
す
る
「
庁
舎
建
設
検
討

委
員
会
」
を
組
織
し
、
県
内
の
大

学
教
授
や
県
職
員
等
、
耐
震
、
防

災
等
の
専
門
家
５
人
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
招
い
て
い
る
。

　
先
月
に
２
回
の
検
討
会
を
開
催

し
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
「
人
的

被
害
を
含
め
甚
大
な
被
害
と
震
災

後
の
機
能
不
全
が
予
想
さ
れ
、
早

急
な
建
て
替
え
が
必
要
」
と
の
意

見
を
い
た
だ
き
、
２
回
目
の
会
議

で
は
、
庁
舎
の
候
補
地
や
規
模
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
な
ど
を
提
案
し

て
い
る
。

　
今
後
、
建
設
場
所
や
規
模
に
つ

い
て
の
検
討
と
併
せ
、
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
予
定
で
あ
り
、

本
年
度
中
の
基
本
構
想
策
定
を
目

指
す
。

◆
各
種
建
設
事
業

等
◆

　
昨
年
度
か
ら
の

繰
越
事
業
１４
件

は
、
ほ
ぼ
完
了
し

て
お
り
、
未
完
了

事
業
に
つ
い
て

も
、
年
度
内
完
成

に
向
け
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
本
年
度
実
施
の

主
要
事
業
に
つ
い

て
は
、
安
田
地
区

簡
易
水
道
事
業
、

道
路
改
良
事
業
等

の
社
会
基
盤
整
備

事
業
を
は
じ
め
、

各
種
事
業
の
早
期

実
施
に
努
め
て
お

り
、
一
部
、
施
行

に
遅
れ
の
あ
る
事

業
も
あ
る
が
、
事

前
対
応
を
進
め
、
早
期
実
施
を
図
っ

て
い
く
。

◆
高
規
格
道
路
整
備
等
◆

　
社
会
基
盤
の
根
幹
と
な
る
四
国

８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
つ

い
て
は
、
徳
島
県
と
と
も
に
要
望

活
動
を
続
け
て
い
る
地
域
高
規
格

阿
南
安
芸
自
動
車
道
に
つ
い
て
、

１１
月
２９
日
「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
促
進
四
国
東
南
部
連

盟
」
と
し
て
両
県
の
関
係
市
町
村

が
連
携
し
、
県
選
出
国
会
議
員
を

は
じ
め
、
国
土
交
通
大
臣
等
、
関

係
機
関
へ
の
要
望
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
国
土
交
通
大
臣
か
ら
、
計
画

の
空
白
区
間
と
な
っ
て
い
る
奈
半

利
・
安
芸
間
の
計
画
段
階
評
価
に

着
手
で
き
る
話
が
あ
り
、
一
定
の

成
果
が
上
げ
ら
れ
た
。

◆
農
業
振
興
対
策
◆

　
新
規
就
農
者
の
育
成
・
支
援
策

の
一
環
と
し
て
、「
産
地
提
案
書
」

を
策
定
し
、
本
町
の
施
設
園
芸
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
広
く
情
報

発
信
す
る
な
ど
、
研
修
生
の
公
募

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
移
住
施

策
と
の
連
携
も
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
研
修
生
の
受
入
農
家
の

確
保
対
策
と
し
て
、
本
年
度
、
新

た
に
３
人
が
指
導
農
業
士
の
認
定

を
受
け
て
お
り
、
今
後
も
既
存
農

家
の
育
成
に
よ
り
、
受
入
体
制
の

◆
安
田
川
分
水
問
題
◆

　
１１
月
２
日
、
県
土
木
部
長
、
電

源
開
発
㈱
西
日
本
支
店
長
出
席
の

も
と
、
安
田
川
分
水
連
絡
協
議
会

を
開
催
し
、
会
議
で
は
、
県
か
ら

本
町
の
措
置
要
望
事
項
に
対
す
る

回
答
及
び
６
項
目
の
確
認
書
（
案
）

が
示
さ
れ
た
ほ
か
、
安
田
川
分
水

諸
対
策
事
業
の
継
続
と
水
の
復
元

に
係
る
諸
対
策
の
推
進
、
町
が
実

施
す
る
水
の
復
元
に
直
接
資
す
る

事
業
へ
の
電
源
開
発
㈱
の
負
担
に

つ
い
て
、
３
者
で
確
認
を
行
う
と

と
も
に
、
県
、
電
源
開
発
㈱
か
ら

水
利
権
更
新
に
向
け
て
の
考
え
方

や
取
り
組
み
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。

　
今
後
、
回
答
書
、
確
認
書
（
案
）

の
内
容
を
議
会
及
び
分
水
対
策
委

員
会
に
諮
り
、
精
査
し
た
う
え
で
、

本
年
度
中
に
許
可
更
新
に
関
す
る

措
置
要
望
確
認
書
へ
の
調
印
を
目

指
す
。

◆
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
◆

　
運
営
主
体
で
あ
る
「
中
山
を
元

気
に
す
る
会
」
が
毎
月
定
例
会
を

開
催
し
、
中
山
間
地
域
の
活
性
化

に
つ
い
て
、
協
議
や
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　
主
な
も
の
と
し
て
は
、
耕
作
放

棄
地
解
消
の
た
め
休
耕
田
を
借
り

受
け
、
高
知
大
学
の
学
生
ら
と
自

然
薯
の
植
え
付
け
や
収
穫
作
業
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
は
、

建て替えが急がれる役場庁舎
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広
域
行
政
の

　
　
　

 

推
進
状
況

町
営
事
業
の

　
　
　

 

進
捗
状
況

　12
月
7
日
開
会
。
町
選
挙
管
理
委
員
等
の
選
挙
、
条
例
制
定
・
改
正
、

補
正
予
算
等
を
審
議
、
2
氏
が
一
般
質
問
を
行
い
9
日
に
閉
会
し
た
。

12月定例会

第 148 号

行
政
報
告（
概
要
）黒岩之浩町長

実
施
し
、
違
反
是
正
や
事
故
防
止

の
指
導
を
行
っ
た
ほ
か
、
本
年
採

用
と
な
っ
た
職
員
１
人
が
現
在
、

消
防
学
校
で
の
研
修
課
程
を
受
講

中
で
あ
り
、
終
了
次
第
、
年
明
け

か
ら
消
防
隊
へ
の
配
属
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

◆
介
護
保
険
業
務
◆

　
１０
月
末
の
要
介
護
認
定
者
数
は

９２７
人
で
、
給
付
実
績
は
、
前
年
同

期
比
で
約
１.９
％
の
増
で
推
移
し
て

い
る
。
予
防
給
付
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
は
、
９
月
末
現
在
、
８６
件
の

介
護
予
防
支
援
計
画
を
作
成
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
事
業
計
画
の
骨
子
で
あ

る
「
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

が
、
来
年
、
最
終
年
度
と
な
る
こ

と
か
ら
、
次
期
計
画
策
定
に
向
け
、

高
齢
者
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
等
、
基

礎
資
料
作
り
を
進
め
て
お
り
、
今

後
も
、
地
域
住
民
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

円
滑
な
事
業
運
営
に
努
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
保
健
福
祉
業
務
◆

　
就
学
前
児
童
を
対
象
に
開
設
さ

れ
た
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の

実
利
用
者
数
は
２５
人
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
小
学
生
を
対
象
と
し

た
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、

実
利
用
者
２０
人
、
給
付
額
１
千
１００

◆
ご
め
ん
・
な
は
り
線
◆

　
９
月
ま
で
の
上
半
期
の
営
業
概

況
は
、
通
勤
・
通
学
定
期
利
用
者

の
落
ち
込
み
に
よ
り
、
輸
送
人
員
、

運
賃
収
入
と
も
、
前
年
同
期
を
約

３
％
下
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
取
締
役
会
に
お
い

て
、
上
半
期
の
実
績
を
基
に
収
支

計
画
に
つ
い
て
、
営
業
経
費
の
圧

縮
や
補
助
金
充
当
な
ど
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
経
営
状
況
が
厳
し
い
阿

佐
海
岸
鉄
道
は
、
平
成
３３
年
度
ま

で
の
５
年
間
の
次
期
経
営
計
画
を

立
て
た
う
え
で
、
安
定
的
な
鉄
道

経
営
を
支
え
る
た
め
の
基
金
造
成

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
租
税
債
権
管
理
機
構
◆

　
１０
月
末
現
在
、
６
市
町
村
か
ら

の
移
管
案
件
全
体
で
、
徴
収
率

３０
％
、
約
４
千
９５０
万
円
の
収
入
実

績
で
、
う
ち
本
町
分
は
２８
件
、
約

２８０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
は
、
預
貯
金
差
押
え
等
の

滞
納
処
分
と
並
行
し
て
、
不
動
産

公
売
執
行
に
向
け
て
の
資
産
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
年
間
収
納
目
標
、

４０
％
、
６
千
６００
万
円
の
達
成
を
目

指
し
て
い
く
。

◆
広
域
的
観
光
業
務
◆

　
県
東
部
地
域
の
観
光
客
の
動
向

調
査
等
を
行
い
、
観
光
戦
略
づ
く

り
や
地
域
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
の
情
報
発
信
や
旅
行
会
社

へ
の
セ
ー
ル
ス
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
旅
行
業
の
取
得

に
つ
い
て
は
、
全
国
及
び
高
知
県

旅
行
業
協
会
へ
の
入
会
承
認
が
終

わ
り
、
営
業
許
可
手
続
き
を
申
請

中
で
あ
る
。

　
旅
行
取
扱
事
業
と
し
て
は
、
本

年
度
、
東
京
等
か
ら
中
学
校
１
校
、

高
等
学
校
２
校
、
延
べ
５６９
人
の
教

育
旅
行
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
次

年
度
以
降
も
９
校
の
受
入
が
決
定

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
育
旅
行

を
地
域
の
お
も
て
な
し
事
業
の
柱

と
位
置
付
け
、
官
民
が
一
体
と
な
っ

て
受
入
態
勢
の
整
備
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

◆
戸
籍
事
務
共
同
利
用
◆

　
中
芸
広
域
連
合
で
進
め
る
戸
籍

シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用
に
つ
い
て

は
、
高
知
地
方
法
務
局
か
ら
事
務

処
理
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

順
次
機
器
の
導
入
を
進
め
、
本
年

１２
月
末
に
は
、
構
成
町
村
で
の
シ

ス
テ
ム
運
用
を
始
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

◆
消
防
・
救
急
業
務
◆

　
１０
月
末
現
在
、
管
内
の
火
災
発

生
件
数
は
５
件
で
、
前
年
同
期
比

２
件
の
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
本

町
で
の
発
生
は
な
い
。

　
本
格
的
な
冬
の
到
来
を
迎
え
、

火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な

る
こ
と
か
ら
、
年
末
・
年
始
の
防

火
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
、
火

災
予
防
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
救
急
業
務
は
、
出
動
件
数
、
搬

送
人
員
と
も
前
年
同
期
と
比
べ
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
救
急
隊

員
の
一
層
の
資
質
向
上
を
図
る
と

と
も
に
応
急
手
当
等
の
普
及
啓
発

に
よ
り
、
救
急
救
命
率
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
管
内
の
危
険
物
貯
蔵
施

設
等
３９
施
設
の
立
ち
入
り
検
査
を

万
円
と
、
利
用
回
数
の
増
に
伴
い
、

前
年
同
期
比
約
２０
％
増
の
実
績
と

な
っ
て
い
る
。

　
障
が
い
保
健
福
祉
で
は
、
自
立

支
援
医
療
費
給
付
に
つ
い
て
、
心

臓
機
能
障
害
で
の
更
生
医
療
件
数

の
減
に
よ
り
、
医
療
給
付
費
１
千

７００
万
円
と
前
年
同
期
比
２３
％
の
減

と
な
っ
て
い
る
が
、
自
立
支
援
給

付
全
体
で
は
、
施
設
の
短
期
入
所

利
用
の
増
に
よ
り
、
給
付
費
１
億

３
千
２４０
万
円
と
、
前
年
同
期
比
２
％

の
微
増
状
況
に
あ
る
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
◆

　
１１
月
末
で
、
約
４
千
３００
件
、
４

千
４８０
万
円
の
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
新
た
に
全
日
空
が
運
用
す

る
「
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
」
へ

の
掲
載
も
開
始
し
て
お
り
、
寄
付

金
目
標
額
１
億
円
の
達
成
に
向
け
、

町
の
魅
力
を
全
国
発
信
し
、
貴
重

な
自
主
財
源
の
確
保
は
も
と
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

◆
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
◆

　
１０
月
末
現
在
の
累
計
販
売
電
力

量
は
、
約
９９
万
４
千
ｋＷ
、
売
電
額

約
４
千
３００
万
円
と
、
計
画
売
電
額

を
約
１
千
万
円
上
回
る
実
績
を
上

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
な
お
、
現
在
、
１
人
の
方
が
、

新
規
就
農
を
目
指
し
、
町
内
農
家

の
元
で
、
施
設
ナ
ス
の
栽
培
管
理

技
術
等
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　
畜
産
業
に
つ
い
て
も
、
高
知
市

か
ら
１
組
の
家
族
が
転
入
し
、
来

年
１
月
か
ら
町
内
で
新
た
に
肉
用

牛
の
繁
殖
経
営
で
の
新
規
就
農
を

目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
レ
ン

タ
ル
畜
産
施
設
や
肉
用
牛
導
入
事

業
な
ど
の
就
農
支
援
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
今
後
も
、
こ
う
し

た
新
た
な
担
い
手
の
育
成
や
研
修

後
の
新
規
就
農
支
援
策
を
進
め
て

い
く
。

◆
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
◆

　
薬
師
東
地
区
に
建
設
中
の
津
波

避
難
タ
ワ
ー
に
つ
い
て
、
先
月
、

作
業
員
の
転
落
死
亡
事
故
が
発
生

し
て
い
る
。
現
在
、
労
働
基
準
監

督
署
に
よ
る
調
査
が
継
続
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
行

政
処
分
の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、

結
果
が
分
か
り
次
第
、
議
会
へ
報

告
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
工
事
は
労
働
基
準
監
督

署
の
許
可
の
も
と
に
再
開
さ
れ
て

お
り
、
予
定
ど
お
り
１
月
末
の
完

成
予
定
で
あ
る
。

げ
、
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

◆
庁
舎
建
設
◆

　
町
内
関
係
機
関
や
公
募
委
員
１４

人
で
構
成
す
る
「
庁
舎
建
設
検
討

委
員
会
」
を
組
織
し
、
県
内
の
大

学
教
授
や
県
職
員
等
、
耐
震
、
防

災
等
の
専
門
家
５
人
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
招
い
て
い
る
。

　
先
月
に
２
回
の
検
討
会
を
開
催

し
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
「
人
的

被
害
を
含
め
甚
大
な
被
害
と
震
災

後
の
機
能
不
全
が
予
想
さ
れ
、
早

急
な
建
て
替
え
が
必
要
」
と
の
意

見
を
い
た
だ
き
、
２
回
目
の
会
議

で
は
、
庁
舎
の
候
補
地
や
規
模
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
な
ど
を
提
案
し

て
い
る
。

　
今
後
、
建
設
場
所
や
規
模
に
つ

い
て
の
検
討
と
併
せ
、
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
予
定
で
あ
り
、

本
年
度
中
の
基
本
構
想
策
定
を
目

指
す
。

◆
各
種
建
設
事
業

等
◆

　
昨
年
度
か
ら
の

繰
越
事
業
１４
件

は
、
ほ
ぼ
完
了
し

て
お
り
、
未
完
了

事
業
に
つ
い
て

も
、
年
度
内
完
成

に
向
け
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
本
年
度
実
施
の

主
要
事
業
に
つ
い

て
は
、
安
田
地
区

簡
易
水
道
事
業
、

道
路
改
良
事
業
等

の
社
会
基
盤
整
備

事
業
を
は
じ
め
、

各
種
事
業
の
早
期

実
施
に
努
め
て
お

り
、
一
部
、
施
行

に
遅
れ
の
あ
る
事

業
も
あ
る
が
、
事

前
対
応
を
進
め
、
早
期
実
施
を
図
っ

て
い
く
。

◆
高
規
格
道
路
整
備
等
◆

　
社
会
基
盤
の
根
幹
と
な
る
四
国

８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
つ

い
て
は
、
徳
島
県
と
と
も
に
要
望

活
動
を
続
け
て
い
る
地
域
高
規
格

阿
南
安
芸
自
動
車
道
に
つ
い
て
、

１１
月
２９
日
「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
促
進
四
国
東
南
部
連

盟
」
と
し
て
両
県
の
関
係
市
町
村

が
連
携
し
、
県
選
出
国
会
議
員
を

は
じ
め
、
国
土
交
通
大
臣
等
、
関

係
機
関
へ
の
要
望
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
国
土
交
通
大
臣
か
ら
、
計
画

の
空
白
区
間
と
な
っ
て
い
る
奈
半

利
・
安
芸
間
の
計
画
段
階
評
価
に

着
手
で
き
る
話
が
あ
り
、
一
定
の

成
果
が
上
げ
ら
れ
た
。

◆
農
業
振
興
対
策
◆

　
新
規
就
農
者
の
育
成
・
支
援
策

の
一
環
と
し
て
、「
産
地
提
案
書
」

を
策
定
し
、
本
町
の
施
設
園
芸
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
広
く
情
報

発
信
す
る
な
ど
、
研
修
生
の
公
募

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
移
住
施

策
と
の
連
携
も
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
研
修
生
の
受
入
農
家
の

確
保
対
策
と
し
て
、
本
年
度
、
新

た
に
３
人
が
指
導
農
業
士
の
認
定

を
受
け
て
お
り
、
今
後
も
既
存
農

家
の
育
成
に
よ
り
、
受
入
体
制
の

◆
安
田
川
分
水
問
題
◆

　
１１
月
２
日
、
県
土
木
部
長
、
電

源
開
発
㈱
西
日
本
支
店
長
出
席
の

も
と
、
安
田
川
分
水
連
絡
協
議
会

を
開
催
し
、
会
議
で
は
、
県
か
ら

本
町
の
措
置
要
望
事
項
に
対
す
る

回
答
及
び
６
項
目
の
確
認
書
（
案
）

が
示
さ
れ
た
ほ
か
、
安
田
川
分
水

諸
対
策
事
業
の
継
続
と
水
の
復
元

に
係
る
諸
対
策
の
推
進
、
町
が
実

施
す
る
水
の
復
元
に
直
接
資
す
る

事
業
へ
の
電
源
開
発
㈱
の
負
担
に

つ
い
て
、
３
者
で
確
認
を
行
う
と

と
も
に
、
県
、
電
源
開
発
㈱
か
ら

水
利
権
更
新
に
向
け
て
の
考
え
方

や
取
り
組
み
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。

　
今
後
、
回
答
書
、
確
認
書
（
案
）

の
内
容
を
議
会
及
び
分
水
対
策
委

員
会
に
諮
り
、
精
査
し
た
う
え
で
、

本
年
度
中
に
許
可
更
新
に
関
す
る

措
置
要
望
確
認
書
へ
の
調
印
を
目

指
す
。

◆
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
◆

　
運
営
主
体
で
あ
る
「
中
山
を
元

気
に
す
る
会
」
が
毎
月
定
例
会
を

開
催
し
、
中
山
間
地
域
の
活
性
化

に
つ
い
て
、
協
議
や
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　
主
な
も
の
と
し
て
は
、
耕
作
放

棄
地
解
消
の
た
め
休
耕
田
を
借
り

受
け
、
高
知
大
学
の
学
生
ら
と
自

然
薯
の
植
え
付
け
や
収
穫
作
業
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
は
、

建て替えが急がれる役場庁舎
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◆
安
田
川
分
水
問
題
◆

　
１１
月
２
日
、
県
土
木
部
長
、
電

源
開
発
㈱
西
日
本
支
店
長
出
席
の

も
と
、
安
田
川
分
水
連
絡
協
議
会

を
開
催
し
、
会
議
で
は
、
県
か
ら

本
町
の
措
置
要
望
事
項
に
対
す
る

回
答
及
び
６
項
目
の
確
認
書
（
案
）

が
示
さ
れ
た
ほ
か
、
安
田
川
分
水

諸
対
策
事
業
の
継
続
と
水
の
復
元

に
係
る
諸
対
策
の
推
進
、
町
が
実

施
す
る
水
の
復
元
に
直
接
資
す
る

事
業
へ
の
電
源
開
発
㈱
の
負
担
に

つ
い
て
、
３
者
で
確
認
を
行
う
と

と
も
に
、
県
、
電
源
開
発
㈱
か
ら

水
利
権
更
新
に
向
け
て
の
考
え
方

や
取
り
組
み
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。

　
今
後
、
回
答
書
、
確
認
書
（
案
）

の
内
容
を
議
会
及
び
分
水
対
策
委

員
会
に
諮
り
、
精
査
し
た
う
え
で
、

本
年
度
中
に
許
可
更
新
に
関
す
る

措
置
要
望
確
認
書
へ
の
調
印
を
目

指
す
。

◆
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
◆

　
運
営
主
体
で
あ
る
「
中
山
を
元

気
に
す
る
会
」
が
毎
月
定
例
会
を

開
催
し
、
中
山
間
地
域
の
活
性
化

に
つ
い
て
、
協
議
や
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　
主
な
も
の
と
し
て
は
、
耕
作
放

棄
地
解
消
の
た
め
休
耕
田
を
借
り

受
け
、
高
知
大
学
の
学
生
ら
と
自

然
薯
の
植
え
付
け
や
収
穫
作
業
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
は
、

化
等
、
観
光
客
の
受
入
態
勢
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
な
お
、「
維

新
博
」
の
会
場
と
し
て
有
料
施
設

の
条
件
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
企
画

展
等
の
特
別
展
示
を
対
象
に
「
観

覧
料
」
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
、

今
議
会
に
関
係
議
案
を
提
出
し
て

い
る
。

　
日
本
遺
産
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
認
定
後
の
活
性
化
施
策

な
ど
に
国
の
補
助
金
が
活
用
で
き

る
こ
と
か
ら
、
国
の
重
要
文
化
財

で
あ
る
旧
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
遺
構

を
軸
に
、
中
芸
地
域
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
、
中
芸

５
町
村
に
よ
る
推
進
協
議
会
を
設

立
し
、
日
本
遺
産
化
へ
の
検
討
を

重
ね
な
が
ら
、
文
化
庁
へ
の
協
議

も
行
う
な
ど
、
来
年
１
月
の
申
請

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
１０
月
を
生
涯
学
習
強
調
月
間
と

し
て
開
催
し
て
い
る
生
涯
い
き
い

き
学
習
講
座
は
、
各
テ
ー
マ
で
の

４
回
の
開
講
に
対
し
、
約
３５０
人
の

受
講
が
あ
っ
た
。

　
本
年
度
で
２３
回
と
な
る
「
寧
浦

全
国
色
紙
展
」
は
昨
年
同
様
、
３

町
村
合
同
書
画
展
と
し
て
開
催
し
、

今
回
、
本
町
か
ら
は
最
高
賞
の
岡

本
寧
浦
賞
を
は
じ
め
、
奨
励
賞
、

褒
状
の
各
受
賞
者
が
あ
り
、
合
同

開
催
に
よ
る
相
乗
効
果
と
町
内
外

へ
の
町
文
化
の
発
信
が
図
ら
れ
た
。

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
自

然
薯
の
作
付
面
積
を
拡
大
す
る
収

益
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
「
な
か
や
ま
山
芋
ま
つ
り
」
の

企
画
運
営
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
を
開
催
し
、
交
流
人
口
の
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
全
戸
配
布
の
広
報
誌
「
な

か
や
ま
じ
か
ん
」
を
作
成
し
、
配

布
時
に
声
掛
け
等
の
見
守
り
活
動

に
つ
な
げ
た
り
、
買
い
物
支
援
や

引
き
こ
も
り
対
策
と
し
て
、
毎
月

「
お
し
ゃ
べ
り
バ
ス
」
の
運
行
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

◆
旧
中
山
小
中
学
校
活
用
◆

　
町
内
各
団
体
及
び
公
募
委
員
、

高
知
大
学
関
係
者
１１
人
で
構
成
す

る
活
用
検
討
委
員
会
を
組
織
し
、

先
月
２４
日
に
第
１
回
の
会
議
を
開

催
し
た
。

　
各
委
員
か
ら
は
、
映
像
撮
影
の

ス
タ
ジ
オ
や
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト

教
室
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
な

ど
、
幅
広
い
活
用
案
が
出
さ
れ
て

お
り
、
今
後
は
、
中
山
地
域
の
み

な
ら
ず
本
町
活
性
化
の
拠
点
施
設

と
し
て
、
来
年
度
中
の
基
本
構
想

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
町
職
員
の
新
規
採
用
◆

　
町
行
政
改
革
大
綱
に
よ
る
職
員

数
５８
人
体
制
を
目
指
し
、
本
年
度

３
人
を
採
用
し
た
が
、
途
中
退
職

者
が
生
じ
、
現
在
、
再
任
用
を
含

め
５５
人
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

充
実
と
職
員
構
成
の
是
正
の
う
え

か
ら
も
、
欠
員
及
び
退
職
予
定
者

の
補
充
と
合
わ
せ
、
保
育
無
料
化

に
対
応
し
た
職
員
配
置
を
目
的
に
、

一
般
職
員
２
人
、
保
育
士
２
人
の

採
用
を
予
定
し
て
い
る
。

◆
機
構
改
革
◆

　
複
雑
・
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー

ズ
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
、

将
来
に
向
け
た
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
、
来
年
度
「
地

域
創
生
課
」
を
新
設
す
る
こ
と
と

し
て
、
条
例
改
正
案
を
提
出
し
て

い
る
。

　
本
課
の
設
置
に
よ
り
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
、

人
口
対
策
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
の

執
行
体
制
の
一
層
の
強
化
と
効
率

的
・
効
果
的
な
組
織
体
制
の
確
立

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
国
・
県
の
状
況
◆

　
学
校
教
育
で
は
、
教
育
施
設
の

耐
震
対
策
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、

現
在
、
定
期
的
な
避
難
訓
練
の
実

施
な
ど
、
防
災
教
育
、
防
災
学
習

の
積
極
的
な
実
践
等
、
ソ
フ
ト
面

で
の
安
全
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
発
達
障
が
い
等
に
対
応

し
た
特
別
支
援
教
育
支
援
員
や
学

習
支
援
員
等
、
複
数
教
員
配
置
に

よ
る
指
導
と
学
習
習
慣
の
定
着
を

図
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
積
極

的
な
研
究
・
研
修
活
動
の
推
進
、

学
校
評
価
制
度
の
活
用
等
、
保
護

者
、
学
校
、
地
域
の
連
携
に
よ
る

夢
と
個
性
あ
る
学
校
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
中
で
も
、
幼
児
教
育
で
は
、
若

い
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
た
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
、
第
２
子
以
降

の
保
育
料
無
料
化
を
実
施
し
た
こ

と
か
ら
、
１１
月
末
現
在
で
前
年
対

比
１８
人
増
の
入
園
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
更
に
、
一
層
の
保
護
者
負

担
軽
減
を
図
り
、
若
者
の
移
住
・

定
着
を
促
進
す
る
た
め
、
来
年
度

か
ら
第
１
子
も
含
め
た
保
育
料
の

完
全
無
料
化
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
社
会
教
育
で
は
、
平
成
２９
・
３０

年
の
２
年
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

る
「
志
国
高
知 

幕
末
維
新
博
」
の

サ
テ
ラ
イ
ト
（
地
域
）
会
場
に
「
安

田
ま
ち
な
み
交
流
館
・
和
」
が
決

定
し
た
こ
と
か
ら
、
開
催
に
向
け
、

町
内
の
歴
史
資
源
の
発
掘
や
磨
き

上
げ
、
所
蔵
品
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

◆
町
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員

の
選
挙
◆

　　
町
選
挙
管
理
委
員
４
人
と
同
補

充
員
の
４
人
の
任
期
が
、
１２
月
２５

日
で
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
後

任
委
員
に
つ
い
て
議
会
で
選
挙
を

行
っ
た
も
の
。

　
指
名
推
選
に
よ
り
、
次
の
方
々

が
当
選
さ
れ
た
。

◎
選
挙
管
理
委
員

け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、

地
方
自
ら
考
え
、
施
策
を
提
案
す

る
と
と
も
に
、
地
方
の
生
き
残
り

を
か
け
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
の
事
業
採
択

に
あ
た
っ
て
は
、
組
織
と
し
て
の

分
析
力
、
企
画
力
、
提
案
力
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
組
織
の
機
能
強
化

と
事
務
の
見
直
し
を
図
り
、
ま
ち

づ
く
り
の
司
令
塔
と
し
て
、
行
政

施
策
の
総
合
的
な
企
画
立
案
及
び

安
田
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
進
め
る

情
報
発
信
部
門
を
集
約
し
た
「
地

域
創
生
課
」
を
新
設
し
、
４
課
１

室
体
制
と
す
る
も
の
。

問

　新
課
の
職
員
構
成
及
び
専
門

職
員
の
登
用
等
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
　
課
長
、
補
佐
、
係
長
と
い
っ

た
よ
う
に
、
他
課
同
様
の
体
制
で
、

４
〜
５
人
を
想
定
し
て
い
る
。

　
専
門
知
識
を
持
つ
職
員
と
な
れ

ば
、
人
事
交
流
と
な
る
が
、
現
時

点
で
は
考
え
て
い
な
い
。
将
来
的

に
、
自
分
の
考
え
を
形
に
し
て
い

く
、
ま
た
、
考
え
る
こ
と
の
で
き

る
職
員
の
育
成
は
重
要
で
あ
り
、

外
部
に
知
恵
を
借
り
た
り
、
相
談

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
の
で
、

そ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
で
、
職

員
の
育
成
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◎
補
充
員

西
岡
正
彦
氏
（
６１
歳
・
与
床
）

西
山
明
広
氏
（
６０
歳
・
西
島
）

竹
内
裕
美
氏
（
８０
歳
・
安
田
）

内
川
智
惠
氏
（
６３
歳
・
唐
浜
）

◆
安
田
町
農
業
委
員
会
の
委
員
の

定
数
を
定
め
る
条
例
◆

◆
安
田
町
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
◆

◆
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者

の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
◆

　
農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
伴
い
、
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、
農

業
委
員
会
業
務
重
点
化
と
委
員
の

選
出
方
法
の
見
直
し
及
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
会
の
新
設
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

　
農
業
委
員
は
従
来
公
選
制
で

あ
っ
た
が
、
市
町
村
長
の
任
命
制

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
委
員
定
数

１０
人
と
し
て
条
例
を
定
め
る
も
の
。

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、

農
業
委
員
会
が
任
命
し
、
委
員
会

と
連
携
し
て
地
域
で
の
積
極
的
な

現
場
活
動
を
行
う
委
員
と
し
て
新

設
さ
れ
た
も
の
で
、
委
員
定
数
４

人
と
し
て
定
数
条
例
を
定
め
る
と

と
も
に
、
報
酬
等
の
支
給
に
関
し
、

報
酬
条
例
に
位
置
付
け
す
る
も
の
。

　
委
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
両
委

員
を
合
わ
せ
１４
人
と
す
る
こ
と
で
、

現
行
の
農
業
委
員
数
と
同
数
を
確

保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
地
対
策

の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
本
条
例
の
制
定
に
よ
り
、

公
選
及
び
議
会
推
薦
に
よ
る
委
員

定
数
条
例
は
廃
止
と
な
る
。

問

　従
来
は
、
各
団
体
等
の
推
薦

枠
を
含
め
た
公
選
制
で
あ
っ
た
が
、

町
長
の
選
任
制
と
な
れ
ば
、
委
員

候
補
者
に
偏
り
が
生
じ
る
こ
と
と

な
ら
な
い
か
。

答
　
委
員
候
補
者
は
、
公
募
に
よ

る
募
集
と
と
も
に
、
関
係
団
体
等

へ
の
推
薦
依
頼
も
行
わ
れ
、
応
募

者
が
定
数
を
超
え
る
場
合
も
選
考

委
員
会
に
よ
る
検
討
が
行
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
委
員
構
成
に
つ
い
て
も
、

認
定
農
業
者
の
資
格
取
得
者
等
の

一
定
要
件
が
あ
り
、
自
由
に
委
員

を
選
任
す
る
と
い
っ
た
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。

審
議
結
果…

3
件
と
も
全
員
賛
成

（
可
決
）

◆
安
田
町
課
等
設
置
条
例
の
一
部

改
正
◆

　
町
長
部
局
に
つ
い
て
は
、
効
率

的
、
効
果
的
な
行
政
体
制
と
し
て
、

３
課
１
室
と
し
て
い
る
が
、
種
々

の
課
題
に
取
り
組
み
、
将
来
に
向

な
ご
み

選

　
　挙

内
容

教
育
行
政
の
状
況

山本　誠氏（63歳・唐浜）窪田　勲氏（71歳・唐浜）

松岡隆志氏（66歳・安田）竹内須雅氏（73歳・東島）

条
例
制
定・改
正

内
容

内
容

質
疑

質
疑
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◆
安
田
川
分
水
問
題
◆

　
１１
月
２
日
、
県
土
木
部
長
、
電

源
開
発
㈱
西
日
本
支
店
長
出
席
の

も
と
、
安
田
川
分
水
連
絡
協
議
会

を
開
催
し
、
会
議
で
は
、
県
か
ら

本
町
の
措
置
要
望
事
項
に
対
す
る

回
答
及
び
６
項
目
の
確
認
書
（
案
）

が
示
さ
れ
た
ほ
か
、
安
田
川
分
水

諸
対
策
事
業
の
継
続
と
水
の
復
元

に
係
る
諸
対
策
の
推
進
、
町
が
実

施
す
る
水
の
復
元
に
直
接
資
す
る

事
業
へ
の
電
源
開
発
㈱
の
負
担
に

つ
い
て
、
３
者
で
確
認
を
行
う
と

と
も
に
、
県
、
電
源
開
発
㈱
か
ら

水
利
権
更
新
に
向
け
て
の
考
え
方

や
取
り
組
み
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。

　
今
後
、
回
答
書
、
確
認
書
（
案
）

の
内
容
を
議
会
及
び
分
水
対
策
委

員
会
に
諮
り
、
精
査
し
た
う
え
で
、

本
年
度
中
に
許
可
更
新
に
関
す
る

措
置
要
望
確
認
書
へ
の
調
印
を
目

指
す
。

◆
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
◆

　
運
営
主
体
で
あ
る
「
中
山
を
元

気
に
す
る
会
」
が
毎
月
定
例
会
を

開
催
し
、
中
山
間
地
域
の
活
性
化

に
つ
い
て
、
協
議
や
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　
主
な
も
の
と
し
て
は
、
耕
作
放

棄
地
解
消
の
た
め
休
耕
田
を
借
り

受
け
、
高
知
大
学
の
学
生
ら
と
自

然
薯
の
植
え
付
け
や
収
穫
作
業
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
は
、

化
等
、
観
光
客
の
受
入
態
勢
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
な
お
、「
維

新
博
」
の
会
場
と
し
て
有
料
施
設

の
条
件
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
企
画

展
等
の
特
別
展
示
を
対
象
に
「
観

覧
料
」
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
、

今
議
会
に
関
係
議
案
を
提
出
し
て

い
る
。

　
日
本
遺
産
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
認
定
後
の
活
性
化
施
策

な
ど
に
国
の
補
助
金
が
活
用
で
き

る
こ
と
か
ら
、
国
の
重
要
文
化
財

で
あ
る
旧
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
遺
構

を
軸
に
、
中
芸
地
域
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
、
中
芸

５
町
村
に
よ
る
推
進
協
議
会
を
設

立
し
、
日
本
遺
産
化
へ
の
検
討
を

重
ね
な
が
ら
、
文
化
庁
へ
の
協
議

も
行
う
な
ど
、
来
年
１
月
の
申
請

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
１０
月
を
生
涯
学
習
強
調
月
間
と

し
て
開
催
し
て
い
る
生
涯
い
き
い

き
学
習
講
座
は
、
各
テ
ー
マ
で
の

４
回
の
開
講
に
対
し
、
約
３５０
人
の

受
講
が
あ
っ
た
。

　
本
年
度
で
２３
回
と
な
る
「
寧
浦

全
国
色
紙
展
」
は
昨
年
同
様
、
３

町
村
合
同
書
画
展
と
し
て
開
催
し
、

今
回
、
本
町
か
ら
は
最
高
賞
の
岡

本
寧
浦
賞
を
は
じ
め
、
奨
励
賞
、

褒
状
の
各
受
賞
者
が
あ
り
、
合
同

開
催
に
よ
る
相
乗
効
果
と
町
内
外

へ
の
町
文
化
の
発
信
が
図
ら
れ
た
。

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
自

然
薯
の
作
付
面
積
を
拡
大
す
る
収

益
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
「
な
か
や
ま
山
芋
ま
つ
り
」
の

企
画
運
営
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
を
開
催
し
、
交
流
人
口
の
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
全
戸
配
布
の
広
報
誌
「
な

か
や
ま
じ
か
ん
」
を
作
成
し
、
配

布
時
に
声
掛
け
等
の
見
守
り
活
動

に
つ
な
げ
た
り
、
買
い
物
支
援
や

引
き
こ
も
り
対
策
と
し
て
、
毎
月

「
お
し
ゃ
べ
り
バ
ス
」
の
運
行
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

◆
旧
中
山
小
中
学
校
活
用
◆

　
町
内
各
団
体
及
び
公
募
委
員
、

高
知
大
学
関
係
者
１１
人
で
構
成
す

る
活
用
検
討
委
員
会
を
組
織
し
、

先
月
２４
日
に
第
１
回
の
会
議
を
開

催
し
た
。

　
各
委
員
か
ら
は
、
映
像
撮
影
の

ス
タ
ジ
オ
や
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト

教
室
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
な

ど
、
幅
広
い
活
用
案
が
出
さ
れ
て

お
り
、
今
後
は
、
中
山
地
域
の
み

な
ら
ず
本
町
活
性
化
の
拠
点
施
設

と
し
て
、
来
年
度
中
の
基
本
構
想

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
町
職
員
の
新
規
採
用
◆

　
町
行
政
改
革
大
綱
に
よ
る
職
員

数
５８
人
体
制
を
目
指
し
、
本
年
度

３
人
を
採
用
し
た
が
、
途
中
退
職

者
が
生
じ
、
現
在
、
再
任
用
を
含

め
５５
人
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

充
実
と
職
員
構
成
の
是
正
の
う
え

か
ら
も
、
欠
員
及
び
退
職
予
定
者

の
補
充
と
合
わ
せ
、
保
育
無
料
化

に
対
応
し
た
職
員
配
置
を
目
的
に
、

一
般
職
員
２
人
、
保
育
士
２
人
の

採
用
を
予
定
し
て
い
る
。

◆
機
構
改
革
◆

　
複
雑
・
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー

ズ
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
、

将
来
に
向
け
た
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
、
来
年
度
「
地

域
創
生
課
」
を
新
設
す
る
こ
と
と

し
て
、
条
例
改
正
案
を
提
出
し
て

い
る
。

　
本
課
の
設
置
に
よ
り
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
、

人
口
対
策
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
の

執
行
体
制
の
一
層
の
強
化
と
効
率

的
・
効
果
的
な
組
織
体
制
の
確
立

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
国
・
県
の
状
況
◆

　
学
校
教
育
で
は
、
教
育
施
設
の

耐
震
対
策
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、

現
在
、
定
期
的
な
避
難
訓
練
の
実

施
な
ど
、
防
災
教
育
、
防
災
学
習

の
積
極
的
な
実
践
等
、
ソ
フ
ト
面

で
の
安
全
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
発
達
障
が
い
等
に
対
応

し
た
特
別
支
援
教
育
支
援
員
や
学

習
支
援
員
等
、
複
数
教
員
配
置
に

よ
る
指
導
と
学
習
習
慣
の
定
着
を

図
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
積
極

的
な
研
究
・
研
修
活
動
の
推
進
、

学
校
評
価
制
度
の
活
用
等
、
保
護

者
、
学
校
、
地
域
の
連
携
に
よ
る

夢
と
個
性
あ
る
学
校
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
中
で
も
、
幼
児
教
育
で
は
、
若

い
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
た
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
、
第
２
子
以
降

の
保
育
料
無
料
化
を
実
施
し
た
こ

と
か
ら
、
１１
月
末
現
在
で
前
年
対

比
１８
人
増
の
入
園
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
更
に
、
一
層
の
保
護
者
負

担
軽
減
を
図
り
、
若
者
の
移
住
・

定
着
を
促
進
す
る
た
め
、
来
年
度

か
ら
第
１
子
も
含
め
た
保
育
料
の

完
全
無
料
化
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
社
会
教
育
で
は
、
平
成
２９
・
３０

年
の
２
年
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

る
「
志
国
高
知 

幕
末
維
新
博
」
の

サ
テ
ラ
イ
ト
（
地
域
）
会
場
に
「
安

田
ま
ち
な
み
交
流
館
・
和
」
が
決

定
し
た
こ
と
か
ら
、
開
催
に
向
け
、

町
内
の
歴
史
資
源
の
発
掘
や
磨
き

上
げ
、
所
蔵
品
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

◆
町
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員

の
選
挙
◆

　　
町
選
挙
管
理
委
員
４
人
と
同
補

充
員
の
４
人
の
任
期
が
、
１２
月
２５

日
で
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
後

任
委
員
に
つ
い
て
議
会
で
選
挙
を

行
っ
た
も
の
。

　
指
名
推
選
に
よ
り
、
次
の
方
々

が
当
選
さ
れ
た
。

◎
選
挙
管
理
委
員

け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、

地
方
自
ら
考
え
、
施
策
を
提
案
す

る
と
と
も
に
、
地
方
の
生
き
残
り

を
か
け
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
の
事
業
採
択

に
あ
た
っ
て
は
、
組
織
と
し
て
の

分
析
力
、
企
画
力
、
提
案
力
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
組
織
の
機
能
強
化

と
事
務
の
見
直
し
を
図
り
、
ま
ち

づ
く
り
の
司
令
塔
と
し
て
、
行
政

施
策
の
総
合
的
な
企
画
立
案
及
び

安
田
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
進
め
る

情
報
発
信
部
門
を
集
約
し
た
「
地

域
創
生
課
」
を
新
設
し
、
４
課
１

室
体
制
と
す
る
も
の
。

問

　新
課
の
職
員
構
成
及
び
専
門

職
員
の
登
用
等
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
　
課
長
、
補
佐
、
係
長
と
い
っ

た
よ
う
に
、
他
課
同
様
の
体
制
で
、

４
〜
５
人
を
想
定
し
て
い
る
。

　
専
門
知
識
を
持
つ
職
員
と
な
れ

ば
、
人
事
交
流
と
な
る
が
、
現
時

点
で
は
考
え
て
い
な
い
。
将
来
的

に
、
自
分
の
考
え
を
形
に
し
て
い

く
、
ま
た
、
考
え
る
こ
と
の
で
き

る
職
員
の
育
成
は
重
要
で
あ
り
、

外
部
に
知
恵
を
借
り
た
り
、
相
談

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
の
で
、

そ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
で
、
職

員
の
育
成
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◎
補
充
員

西
岡
正
彦
氏
（
６１
歳
・
与
床
）

西
山
明
広
氏
（
６０
歳
・
西
島
）

竹
内
裕
美
氏
（
８０
歳
・
安
田
）

内
川
智
惠
氏
（
６３
歳
・
唐
浜
）

◆
安
田
町
農
業
委
員
会
の
委
員
の

定
数
を
定
め
る
条
例
◆

◆
安
田
町
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
◆

◆
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者

の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
◆

　
農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
伴
い
、
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、
農

業
委
員
会
業
務
重
点
化
と
委
員
の

選
出
方
法
の
見
直
し
及
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
会
の
新
設
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

　
農
業
委
員
は
従
来
公
選
制
で

あ
っ
た
が
、
市
町
村
長
の
任
命
制

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
委
員
定
数

１０
人
と
し
て
条
例
を
定
め
る
も
の
。

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、

農
業
委
員
会
が
任
命
し
、
委
員
会

と
連
携
し
て
地
域
で
の
積
極
的
な

現
場
活
動
を
行
う
委
員
と
し
て
新

設
さ
れ
た
も
の
で
、
委
員
定
数
４

人
と
し
て
定
数
条
例
を
定
め
る
と

と
も
に
、
報
酬
等
の
支
給
に
関
し
、

報
酬
条
例
に
位
置
付
け
す
る
も
の
。

　
委
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
両
委

員
を
合
わ
せ
１４
人
と
す
る
こ
と
で
、

現
行
の
農
業
委
員
数
と
同
数
を
確

保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
地
対
策

の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
本
条
例
の
制
定
に
よ
り
、

公
選
及
び
議
会
推
薦
に
よ
る
委
員

定
数
条
例
は
廃
止
と
な
る
。

問

　従
来
は
、
各
団
体
等
の
推
薦

枠
を
含
め
た
公
選
制
で
あ
っ
た
が
、

町
長
の
選
任
制
と
な
れ
ば
、
委
員

候
補
者
に
偏
り
が
生
じ
る
こ
と
と

な
ら
な
い
か
。

答
　
委
員
候
補
者
は
、
公
募
に
よ

る
募
集
と
と
も
に
、
関
係
団
体
等

へ
の
推
薦
依
頼
も
行
わ
れ
、
応
募

者
が
定
数
を
超
え
る
場
合
も
選
考

委
員
会
に
よ
る
検
討
が
行
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
委
員
構
成
に
つ
い
て
も
、

認
定
農
業
者
の
資
格
取
得
者
等
の

一
定
要
件
が
あ
り
、
自
由
に
委
員

を
選
任
す
る
と
い
っ
た
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。

審
議
結
果…

3
件
と
も
全
員
賛
成

（
可
決
）

◆
安
田
町
課
等
設
置
条
例
の
一
部

改
正
◆

　
町
長
部
局
に
つ
い
て
は
、
効
率

的
、
効
果
的
な
行
政
体
制
と
し
て
、

３
課
１
室
と
し
て
い
る
が
、
種
々

の
課
題
に
取
り
組
み
、
将
来
に
向

な
ご
み

選

　
　挙

内
容

教
育
行
政
の
状
況

山本　誠氏（63歳・唐浜）窪田　勲氏（71歳・唐浜）

松岡隆志氏（66歳・安田）竹内須雅氏（73歳・東島）

条
例
制
定・改
正

内
容

内
容

質
疑

質
疑
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◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
◆

◆
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
◆

◆
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
◆

　
県
人
事
委
員
会
等
の
給
与
改
定

勧
告
等
に
準
拠
し
、
期
末
手
当
の

支
給
割
合
の
改
定
を
行
う
も
の
で
、

改
正
内
容
は
、

①
職
員
の
ボ
ー
ナ
ス
（
期
末
手
当
）

を
支
給
月
数
０.１
カ
月
引
き
上
げ
、

年
間
支
給
額
を
４
・
０５
カ
月
と

す
る
。

②
特
別
職
及
び
議
会
議
員
に
つ
い

て
は
、
県
及
び
他
団
体
等
の
状

況
を
踏
ま
え
、
職
員
同
様
、
期

末
手
当
を
０
・
０５
カ
月
引
き
上

げ
、
年
間
支
給
額
を
３.０
カ
月
と

す
る
。

審
議
結
果…

3
件
と
も
全
員
賛
成

（
可
決
）

◆
安
田
町
税
条
例
の
一
部
改
正
◆

◆
安
田
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
◆

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

関
係
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
で
、

主
な
内
容
は
、

答
　
全
体
計
画
の
整
備
延
長
を
早

急
に
進
め
て
い
く
点
と
、
他
工
事

で
の
道
路
改
良
計
画
に
先
立
ち
、

施
設
整
備
を
済
ま
せ
る
こ
と
で
、

事
業
効
果
を
よ
り
高
め
よ
う
と
す

る
も
の
。

　
ま
た
、
今
回
の
延
長
分
に
つ
い

て
は
、
当
初
計
画
に
盛
り
込
ん
で

い
た
が
、
道
路
工
事
と
の
関
係
で

本
年
度
施
行
を
断
念
し
て
い
た
部

分
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
当
初
計

画
の
工
事
量
に
戻
す
も
の
。

問

　当
初
に
計
画
済
み
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
補
助
金
も
含
め
て
予

算
的
に
ど
う
な
の
か
。

答
　
新
た
に
事
業
費
を
追
加
す
る

の
で
は
な
く
、
当
初
予
算
で
の
計

上
額
及
び
国
等
の
補
助
内
示
額
の

範
囲
内
で
行
う
も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
平
成
28
年
度
町
一
般
会
計
及
び
特

別
2
（
国
保
、
簡
水
）
会
計
補
正

予
算
◆

◎
一
般
会
計
（
第
3
号
）

　
現
時
点
に
お
け
る
事
務
、
事
業

の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
た
全
般
的

な
見
直
し
を
行
う
も
の
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、

①
町
税
条
例
で
は
、
修
正
申
告
等

で
の
延
滞
金
の
計
算
期
間
見
直

し
及
び
外
国
居
住
者
等
の
特
例

適
用
利
子
等
へ
の
申
告
分
離
課

税
と
所
得
金
額
へ
の
加
算
、
平

成
３０
年
以
降
の
個
人
住
民
税
の

医
療
費
控
除
特
例
と
し
て
、
特

定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
の

創
設
。

②
国
保
税
条
例
は
、
個
人
住
民
税

で
申
告
分
離
課
税
の
対
象
と

な
っ
た
外
国
居
住
者
等
の
特
例

適
用
利
子
等
を
所
得
金
額
に
加

え
て
税
額
算
定
を
行
う
も
の
。

審
議
結
果…
2
件
と
も
全
員
賛
成

（
可
決
）

◆
文
化
財
建
造
物
等
の
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
改
正
◆

　
平
成
２９
年
３
月
か
ら
開
催
さ
れ

る
「
志
国
高
知 

幕
末
維
新
博
」
の

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
な
る
「
安
田

ま
ち
な
み
交
流
館
・
和
」
に
つ
い
て
、

施
設
要
件
で
あ
る
有
料
施
設
と
し

て
「
観
覧
料
」
を
設
定
す
る
も
の
。

　
な
お
、
観
覧
料
は
、
今
回
の
維

新
博
を
は
じ
め
、
特
別
な
展
示
を

行
う
企
画
展
を
対
象
と
し
て
お
り
、

平
時
の
常
設
展
示
や
旧
柏
原
家
住

宅
へ
の
入
館
は
無
料
で
あ
る
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
町
道
井
ノ
岡
線
道
路
改
良
工
事

（
変
更
）◆

　
工
事
の
中
で
、
盛
土
工
の
箇
所

は
、
掘
削
工
で
の
土
砂
を
流
用
す

る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
掘
削
土
が

軟
弱
で
あ
り
、
土
質
調
査
の
結
果
、

盛
土
材
に
不
適
と
の
判
定
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
盛
土
材
搬

入
等
の
追
加
を
行
う
も
の
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
工
事
請
負
代
金

を
４１５
万
５
８
４
０
円
追
加
し
、
６

千
２８９
万
５
９
６
０
円
と
す
る
も
の
。

問

　町
工
事
に
つ
い
て
は
、
度
々
、

増
額
変
更
が
行
わ
れ
る
が
、
今
回

は
地
盤
の
こ
と
で
も
あ
り
、
設
計

段
階
で
想
定
で
き
た
の
で
は
な
い

か
。

答
　
測
量
等
で
現
地
調
査
は
行
っ

て
い
る
が
、
掘
削
土
の
強
度
ま
で

は
調
べ
て
い
な
い
。
今
後
は
、
工

法
等
で
調
査
可
能
な
部
分
は
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問

　工
事
の
追
加
、
増
額
は
理
解

で
き
る
が
、
２
カ
年
計
画
事
業
で

も
あ
り
、
本
年
度
計
画
延
長
か
ら
、

増
額
相
当
分
の
整
備
区
間
の
短
縮

と
い
っ
た
方
法
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

答
　
予
算
や
工
期
的
な
問
題
が
あ

れ
ば
、
指
摘
の
内
容
も
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、今
回
は
、

計
画
事
業
費
に
対
す
る
入
札
額
と

の
差
額
が
あ
り
、
こ
の
残
額
内
で

対
応
可
能
な
こ
と
か
ら
、
追
加
工

事
に
よ
り
計
画
区
間
内
を
完
成
さ

せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問

　約
６００
㎥
の
土
砂
を
搬
入
す
る

計
画
だ
が
、
車
１
台
の
搬
入
量
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
１０
ｔ
車
換
算
に
よ
り
５.５
㎥
で

計
画
し
て
い
る
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
安
田
町
簡
易
水
道
施
設
整
備
工

事
（
変
更
）◆

　
施
行
中
の
工
事
計
画
に
つ
い
て
、

事
業
効
果
を
高
め
る
た
め
他
工
事

と
の
施
工
調
整
を
行
い
、
配
水
管

の
布
設
工
事
を
９３
・
９
ｍ
延
長
す

る
も
の
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
工
事
請
負
代
金

を
４３４
万
９
１
６
０
円
追
加
し
、
９

３
５
１
万
７
２
０
０
円
と
す
る
も
の
。

問

　事
業
費
を
追
加
し
て
ま
で
、

本
年
度
に
施
行
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
。

質
疑

質
疑

○
期
末
手
当
改
正
等
に
伴
う
人
件

費
の
増
額

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
伸
び
に
対
応

し
た
返
礼
品
等
の
追
加
、
更
正

に
よ
る
物
件
費
の
増
額

○
生
活
バ
ス
路
線
運
行
補
助
、
臨

時
福
祉
給
付
金
、
一
部
事
務
組

合
負
担
金
等
の
追
加
、
更
正
に

よ
る
補
助
費
等
の
減
額

○
国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
た
、

各
種
事
業
の
追
加
、
更
正
に
よ

る
建
設
事
業
費
の
増
額

○
事
業
費
の
確
定
に
伴
う
、
簡
水

会
計
へ
の
繰
出
金
の
減
額

○
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
、
津
波

避
難
対
策
等
加
速
化
臨
時
交
付

金
等
の
追
加
、
更
正
に
よ
る
基

金
積
立
金
の
増
額

補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　
　27
億
9
2
5
0
万
円

◎
国
保
会
計
（
第
3
号
）

　
実
績
見
込
み
に
伴
う
高
額
療
養

費
の
追
加

補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　
　6
億
2
8
6
9
万
円

◎
簡
水
会
計
（
第
2
号
）

　
水
道
施
設
整
備
工
事
の
国
庫
事

業
費
確
定
に
伴
う
工
事
費
等
の
減

額補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　
　1
億
8
2
6
5
万
円

で
、
庁
舎
建
設
及
び
防
災
・
減
災

対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察

研
修
を
行
っ
た
。

◆
長
野
県
長
和
町
◆

　
長
和
町
は
、
平
成
の
大
合
併
に

よ
り
長
門
町
と
和
田
村
が
合
併
し

て
誕
生
し
た
町
で
、
長
野
県
の
ほ

ぼ
中
央
東
寄
り
に
位
置
し
、
人
口

約
６
４
０
０
人
（
世
帯
数
２
７
０

０
）
の
農
業
を
主
と
し
た
、
第
１

次
産
業
主
体
の
町
で
あ
る
。

　
合
併
当
初
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旧

役
場
庁
舎
を
利
用
し
た
分
庁
方
式

を
採
っ
て
い
た
が
、
施
設
の
老
朽

化
が
著
し
く
、
ま
た
、
業
務
を
統

合
す
る
に
は
施
設
規
模
が
小
さ
い

こ
と
か
ら
、
事
務
の
効
率
化
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
移

転
新
築
を
行
う
。

　
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
説

明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

な
ど
、
数
年
の
検
討
を
経
て
、
町

有
施
設
や
道
の
駅
、
消
防
署
な
ど

の
施
設
整
備
に
よ
り
町
の
中
心
地

と
な
り
つ
つ
あ
る
バ
イ
パ
ス
沿
い

が
選
定
さ
れ
、
平
成
２７
年
に
完
成

す
る
。

　
施
設
本
体
は
、
可
能
な
限
り
町

の
特
産
材
で
あ
る
カ
ラ
マ
ツ
を
利

用
し
た
木
造
造
り
（
一
部
Ｒ
Ｃ
）

と
し
た
外
、
災
害
拠
点
施
設
や
太

陽
光
発
電
、
空
調
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

省
エ
ネ
や
環
境
に
配
慮
し
た
整
備

問

　積
立
金
の
項
目
で
津
波
避
難

対
策
等
に
係
る
交
付
金
が
大
き
く

減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
理
由

は
何
か
。

答
　
該
当
事
業
に
係
る
起
債
借
入

額
に
対
し
て
交
付
金
措
置
が
さ
れ

る
も
の
だ
が
、
計
画
事
業
に
お
い

て
、
借
入
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
。

問

　不
動
〜
唐
浜
間
の
町
道
維
持

工
事
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

う
い
っ
た
内
容
の
も
の
か
。

答
　
通
学
路
等
の
安
全
対
策
と
し

て
、
３
カ
年
計
画
で
旧
国
道
３
㎞

を
対
象
に
、
通
行
帯
の
白
線
表
示

や
道
路
側
溝
の
改
修
を
行
う
も
の
。

問

　農
業
振
興
を
推
進
す
る
中
で
、

園
芸
用
ハ
ウ
ス
整
備
の
補
助
金
が

減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
計
画
に
対

す
る
執
行
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
こ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
に
農
家
か
ら
の
要
望
調
査

に
基
づ
き
計
上
し
て
お
り
、
今
回

の
減
額
は
、
整
備
事
業
の
入
札
減

等
、
事
業
費
の
確
定
に
よ
る
も
の

で
、
計
画
の
整
備
棟
数
は
完
了
し

て
い
る
。

問

　町
の
活
性
化
を
図
る
う
え
で
、

今
後
は
観
光
対
策
も
重
要
と
な
る

が
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

費
が
減
額
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
理

由
は
何
か
。

答
　
本
年
度
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

更
新
を
計
画
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

来
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
る
志
国
高

知 

幕
末
維
新
博
の
関
係
で
県
補
助

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
作
成

を
来
年
度
に
変
更
し
た
も
の
。
な

お
、
本
年
度
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

既
設
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
増
刷
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

審
議
結
果…

3
件
と
も
全
員
賛
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　（可
決
）

◆
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
合
区

の
解
消
に
関
す
る
意
見
書
◆

　
第
２４
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

は
、
憲
政
史
上
初
め
て
合
区
で
行

わ
れ
た
が
、
地
方
の
自
立
・
活
性

化
を
図
る
た
め
に
必
要
な
、
地
方

の
意
見
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
機

会
と
権
利
を
失
わ
せ
る
結
果
と

な
っ
た
。

　
特
に
、
投
票
率
が
全
国
的
に
横

ば
い
の
中
、
合
区
と
さ
れ
た
「
高

知
県
及
び
徳
島
県
」
選
挙
区
で
は

両
県
と
も
全
国
で
最
も
低
い
レ
ベ

ル
の
投
票
率
と
な
り
、
人
口
減
少

な
ど
か
ら
危
機
に
瀕
し
た
地
方
の

民
意
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
う
え

で
、
深
刻
な
課
題
を
残
し
た
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
今
回
の
選
挙
に
お
い
て
、
両
県

民
の
投
票
意
欲
を
喪
失
さ
せ
た
主

因
は
、「
一
票
の
格
差
」
の
是
正
の

み
を
目
指
し
、
選
挙
区
と
し
て
都

道
府
県
単
位
で
果
た
し
て
き
た
役

割
を
無
視
し
た
小
手
先
の
弥
縫
策

と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
合
区
」
の

導
入
に
あ
り
、
今
後
、「
合
区
」
の

継
続
と
拡
大
は
、
都
市
住
民
の
意

向
が
尊
重
さ
れ
る
一
方
、
地
方
住

民
の
参
政
意
欲
を
失
わ
せ
る
こ
と

に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
ひ
い
て
は

我
が
国
の
民
主
主
義
の
根
幹
を
揺

る
が
す
事
態
に
陥
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
一
度
、
国
会
に
お
い
て
は
、

我
が
国
の
民
主
主
義
に
お
け
る
選

挙
区
と
し
て
の
都
道
府
県
が
果
た

し
て
き
た
役
割
を
尊
重
し
た
参
議

院
議
員
選
挙
制
度
改
革
の
議
論
を

興
し
、
参
議
院
の
選
挙
制
度
を
地

方
の
意
見
も
国
政
に
反
映
さ
れ
る

仕
組
み
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
つ
い
て
は
、
広
範
な
国
民
世
論

を
背
景
と
し
て
、
合
区
に
よ
る
選

挙
制
度
を
見
直
し
、
法
律
の
み
な

ら
ず
憲
法
の
改
正
も
視
野
に
入
れ

て
、
都
道
府
県
単
位
に
よ
る
代
表

が
国
政
に
参
加
す
る
仕
組
み
を
構

築
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
平
成
２８
年
１１
月
２
〜
４
日
、
長

野
県
長
和
町
及
び
静
岡
県
吉
田
町

内
容

内
容

契
約
締
結・変
更

補
正
予
算

内
容

び
ほ
う
さ
く

ひ
ん

内
容

な
ご
み

意
　見
　書

内
容

内
容

質
疑

行
政
視
察
研
修
報
告
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◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
◆

◆
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
◆

◆
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
◆

　
県
人
事
委
員
会
等
の
給
与
改
定

勧
告
等
に
準
拠
し
、
期
末
手
当
の

支
給
割
合
の
改
定
を
行
う
も
の
で
、

改
正
内
容
は
、

①
職
員
の
ボ
ー
ナ
ス
（
期
末
手
当
）

を
支
給
月
数
０.１
カ
月
引
き
上
げ
、

年
間
支
給
額
を
４
・
０５
カ
月
と

す
る
。

②
特
別
職
及
び
議
会
議
員
に
つ
い

て
は
、
県
及
び
他
団
体
等
の
状

況
を
踏
ま
え
、
職
員
同
様
、
期

末
手
当
を
０
・
０５
カ
月
引
き
上

げ
、
年
間
支
給
額
を
３.０
カ
月
と

す
る
。

審
議
結
果…

3
件
と
も
全
員
賛
成

（
可
決
）

◆
安
田
町
税
条
例
の
一
部
改
正
◆

◆
安
田
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
◆

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

関
係
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
で
、

主
な
内
容
は
、

答
　
全
体
計
画
の
整
備
延
長
を
早

急
に
進
め
て
い
く
点
と
、
他
工
事

で
の
道
路
改
良
計
画
に
先
立
ち
、

施
設
整
備
を
済
ま
せ
る
こ
と
で
、

事
業
効
果
を
よ
り
高
め
よ
う
と
す

る
も
の
。

　
ま
た
、
今
回
の
延
長
分
に
つ
い

て
は
、
当
初
計
画
に
盛
り
込
ん
で

い
た
が
、
道
路
工
事
と
の
関
係
で

本
年
度
施
行
を
断
念
し
て
い
た
部

分
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
当
初
計

画
の
工
事
量
に
戻
す
も
の
。

問

　当
初
に
計
画
済
み
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
補
助
金
も
含
め
て
予

算
的
に
ど
う
な
の
か
。

答
　
新
た
に
事
業
費
を
追
加
す
る

の
で
は
な
く
、
当
初
予
算
で
の
計

上
額
及
び
国
等
の
補
助
内
示
額
の

範
囲
内
で
行
う
も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
平
成
28
年
度
町
一
般
会
計
及
び
特

別
2
（
国
保
、
簡
水
）
会
計
補
正

予
算
◆

◎
一
般
会
計
（
第
3
号
）

　
現
時
点
に
お
け
る
事
務
、
事
業

の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
た
全
般
的

な
見
直
し
を
行
う
も
の
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、

①
町
税
条
例
で
は
、
修
正
申
告
等

で
の
延
滞
金
の
計
算
期
間
見
直

し
及
び
外
国
居
住
者
等
の
特
例

適
用
利
子
等
へ
の
申
告
分
離
課

税
と
所
得
金
額
へ
の
加
算
、
平

成
３０
年
以
降
の
個
人
住
民
税
の

医
療
費
控
除
特
例
と
し
て
、
特

定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
の

創
設
。

②
国
保
税
条
例
は
、
個
人
住
民
税

で
申
告
分
離
課
税
の
対
象
と

な
っ
た
外
国
居
住
者
等
の
特
例

適
用
利
子
等
を
所
得
金
額
に
加

え
て
税
額
算
定
を
行
う
も
の
。

審
議
結
果…

2
件
と
も
全
員
賛
成

（
可
決
）

◆
文
化
財
建
造
物
等
の
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
改
正
◆

　
平
成
２９
年
３
月
か
ら
開
催
さ
れ

る
「
志
国
高
知 

幕
末
維
新
博
」
の

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
な
る
「
安
田

ま
ち
な
み
交
流
館
・
和
」
に
つ
い
て
、

施
設
要
件
で
あ
る
有
料
施
設
と
し

て
「
観
覧
料
」
を
設
定
す
る
も
の
。

　
な
お
、
観
覧
料
は
、
今
回
の
維

新
博
を
は
じ
め
、
特
別
な
展
示
を

行
う
企
画
展
を
対
象
と
し
て
お
り
、

平
時
の
常
設
展
示
や
旧
柏
原
家
住

宅
へ
の
入
館
は
無
料
で
あ
る
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
町
道
井
ノ
岡
線
道
路
改
良
工
事

（
変
更
）◆

　
工
事
の
中
で
、
盛
土
工
の
箇
所

は
、
掘
削
工
で
の
土
砂
を
流
用
す

る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
掘
削
土
が

軟
弱
で
あ
り
、
土
質
調
査
の
結
果
、

盛
土
材
に
不
適
と
の
判
定
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
盛
土
材
搬

入
等
の
追
加
を
行
う
も
の
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
工
事
請
負
代
金

を
４１５
万
５
８
４
０
円
追
加
し
、
６

千
２８９
万
５
９
６
０
円
と
す
る
も
の
。

問

　町
工
事
に
つ
い
て
は
、
度
々
、

増
額
変
更
が
行
わ
れ
る
が
、
今
回

は
地
盤
の
こ
と
で
も
あ
り
、
設
計

段
階
で
想
定
で
き
た
の
で
は
な
い

か
。

答
　
測
量
等
で
現
地
調
査
は
行
っ

て
い
る
が
、
掘
削
土
の
強
度
ま
で

は
調
べ
て
い
な
い
。
今
後
は
、
工

法
等
で
調
査
可
能
な
部
分
は
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問

　工
事
の
追
加
、
増
額
は
理
解

で
き
る
が
、
２
カ
年
計
画
事
業
で

も
あ
り
、
本
年
度
計
画
延
長
か
ら
、

増
額
相
当
分
の
整
備
区
間
の
短
縮

と
い
っ
た
方
法
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

答
　
予
算
や
工
期
的
な
問
題
が
あ

れ
ば
、
指
摘
の
内
容
も
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、今
回
は
、

計
画
事
業
費
に
対
す
る
入
札
額
と

の
差
額
が
あ
り
、
こ
の
残
額
内
で

対
応
可
能
な
こ
と
か
ら
、
追
加
工

事
に
よ
り
計
画
区
間
内
を
完
成
さ

せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問

　約
６００
㎥
の
土
砂
を
搬
入
す
る

計
画
だ
が
、
車
１
台
の
搬
入
量
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
１０
ｔ
車
換
算
に
よ
り
５.５
㎥
で

計
画
し
て
い
る
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
安
田
町
簡
易
水
道
施
設
整
備
工

事
（
変
更
）◆

　
施
行
中
の
工
事
計
画
に
つ
い
て
、

事
業
効
果
を
高
め
る
た
め
他
工
事

と
の
施
工
調
整
を
行
い
、
配
水
管

の
布
設
工
事
を
９３
・
９
ｍ
延
長
す

る
も
の
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
工
事
請
負
代
金

を
４３４
万
９
１
６
０
円
追
加
し
、
９

３
５
１
万
７
２
０
０
円
と
す
る
も
の
。

問

　事
業
費
を
追
加
し
て
ま
で
、

本
年
度
に
施
行
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
。

質
疑

質
疑

○
期
末
手
当
改
正
等
に
伴
う
人
件

費
の
増
額

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
伸
び
に
対
応

し
た
返
礼
品
等
の
追
加
、
更
正

に
よ
る
物
件
費
の
増
額

○
生
活
バ
ス
路
線
運
行
補
助
、
臨

時
福
祉
給
付
金
、
一
部
事
務
組

合
負
担
金
等
の
追
加
、
更
正
に

よ
る
補
助
費
等
の
減
額

○
国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
た
、

各
種
事
業
の
追
加
、
更
正
に
よ

る
建
設
事
業
費
の
増
額

○
事
業
費
の
確
定
に
伴
う
、
簡
水

会
計
へ
の
繰
出
金
の
減
額

○
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
、
津
波

避
難
対
策
等
加
速
化
臨
時
交
付

金
等
の
追
加
、
更
正
に
よ
る
基

金
積
立
金
の
増
額

補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　
　27
億
9
2
5
0
万
円

◎
国
保
会
計
（
第
3
号
）

　
実
績
見
込
み
に
伴
う
高
額
療
養

費
の
追
加

補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　
　6
億
2
8
6
9
万
円

◎
簡
水
会
計
（
第
2
号
）

　
水
道
施
設
整
備
工
事
の
国
庫
事

業
費
確
定
に
伴
う
工
事
費
等
の
減

額補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　
　1
億
8
2
6
5
万
円

で
、
庁
舎
建
設
及
び
防
災
・
減
災

対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察

研
修
を
行
っ
た
。

◆
長
野
県
長
和
町
◆

　
長
和
町
は
、
平
成
の
大
合
併
に

よ
り
長
門
町
と
和
田
村
が
合
併
し

て
誕
生
し
た
町
で
、
長
野
県
の
ほ

ぼ
中
央
東
寄
り
に
位
置
し
、
人
口

約
６
４
０
０
人
（
世
帯
数
２
７
０

０
）
の
農
業
を
主
と
し
た
、
第
１

次
産
業
主
体
の
町
で
あ
る
。

　
合
併
当
初
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旧

役
場
庁
舎
を
利
用
し
た
分
庁
方
式

を
採
っ
て
い
た
が
、
施
設
の
老
朽

化
が
著
し
く
、
ま
た
、
業
務
を
統

合
す
る
に
は
施
設
規
模
が
小
さ
い

こ
と
か
ら
、
事
務
の
効
率
化
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
移

転
新
築
を
行
う
。

　
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
説

明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

な
ど
、
数
年
の
検
討
を
経
て
、
町

有
施
設
や
道
の
駅
、
消
防
署
な
ど

の
施
設
整
備
に
よ
り
町
の
中
心
地

と
な
り
つ
つ
あ
る
バ
イ
パ
ス
沿
い

が
選
定
さ
れ
、
平
成
２７
年
に
完
成

す
る
。

　
施
設
本
体
は
、
可
能
な
限
り
町

の
特
産
材
で
あ
る
カ
ラ
マ
ツ
を
利

用
し
た
木
造
造
り
（
一
部
Ｒ
Ｃ
）

と
し
た
外
、
災
害
拠
点
施
設
や
太

陽
光
発
電
、
空
調
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

省
エ
ネ
や
環
境
に
配
慮
し
た
整
備

問

　積
立
金
の
項
目
で
津
波
避
難

対
策
等
に
係
る
交
付
金
が
大
き
く

減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
理
由

は
何
か
。

答
　
該
当
事
業
に
係
る
起
債
借
入

額
に
対
し
て
交
付
金
措
置
が
さ
れ

る
も
の
だ
が
、
計
画
事
業
に
お
い

て
、
借
入
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
。

問

　不
動
〜
唐
浜
間
の
町
道
維
持

工
事
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

う
い
っ
た
内
容
の
も
の
か
。

答
　
通
学
路
等
の
安
全
対
策
と
し

て
、
３
カ
年
計
画
で
旧
国
道
３
㎞

を
対
象
に
、
通
行
帯
の
白
線
表
示

や
道
路
側
溝
の
改
修
を
行
う
も
の
。

問

　農
業
振
興
を
推
進
す
る
中
で
、

園
芸
用
ハ
ウ
ス
整
備
の
補
助
金
が

減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
計
画
に
対

す
る
執
行
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
こ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
に
農
家
か
ら
の
要
望
調
査

に
基
づ
き
計
上
し
て
お
り
、
今
回

の
減
額
は
、
整
備
事
業
の
入
札
減

等
、
事
業
費
の
確
定
に
よ
る
も
の

で
、
計
画
の
整
備
棟
数
は
完
了
し

て
い
る
。

問

　町
の
活
性
化
を
図
る
う
え
で
、

今
後
は
観
光
対
策
も
重
要
と
な
る

が
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

費
が
減
額
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
理

由
は
何
か
。

答
　
本
年
度
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

更
新
を
計
画
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

来
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
る
志
国
高

知 

幕
末
維
新
博
の
関
係
で
県
補
助

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
作
成

を
来
年
度
に
変
更
し
た
も
の
。
な

お
、
本
年
度
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

既
設
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
増
刷
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

審
議
結
果…

3
件
と
も
全
員
賛
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　（可
決
）

◆
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
合
区

の
解
消
に
関
す
る
意
見
書
◆

　
第
２４
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

は
、
憲
政
史
上
初
め
て
合
区
で
行

わ
れ
た
が
、
地
方
の
自
立
・
活
性

化
を
図
る
た
め
に
必
要
な
、
地
方

の
意
見
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
機

会
と
権
利
を
失
わ
せ
る
結
果
と

な
っ
た
。

　
特
に
、
投
票
率
が
全
国
的
に
横

ば
い
の
中
、
合
区
と
さ
れ
た
「
高

知
県
及
び
徳
島
県
」
選
挙
区
で
は

両
県
と
も
全
国
で
最
も
低
い
レ
ベ

ル
の
投
票
率
と
な
り
、
人
口
減
少

な
ど
か
ら
危
機
に
瀕
し
た
地
方
の

民
意
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
う
え

で
、
深
刻
な
課
題
を
残
し
た
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
今
回
の
選
挙
に
お
い
て
、
両
県

民
の
投
票
意
欲
を
喪
失
さ
せ
た
主

因
は
、「
一
票
の
格
差
」
の
是
正
の

み
を
目
指
し
、
選
挙
区
と
し
て
都

道
府
県
単
位
で
果
た
し
て
き
た
役

割
を
無
視
し
た
小
手
先
の
弥
縫
策

と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
合
区
」
の

導
入
に
あ
り
、
今
後
、「
合
区
」
の

継
続
と
拡
大
は
、
都
市
住
民
の
意

向
が
尊
重
さ
れ
る
一
方
、
地
方
住

民
の
参
政
意
欲
を
失
わ
せ
る
こ
と

に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
ひ
い
て
は

我
が
国
の
民
主
主
義
の
根
幹
を
揺

る
が
す
事
態
に
陥
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
一
度
、
国
会
に
お
い
て
は
、

我
が
国
の
民
主
主
義
に
お
け
る
選

挙
区
と
し
て
の
都
道
府
県
が
果
た

し
て
き
た
役
割
を
尊
重
し
た
参
議

院
議
員
選
挙
制
度
改
革
の
議
論
を

興
し
、
参
議
院
の
選
挙
制
度
を
地

方
の
意
見
も
国
政
に
反
映
さ
れ
る

仕
組
み
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
つ
い
て
は
、
広
範
な
国
民
世
論

を
背
景
と
し
て
、
合
区
に
よ
る
選

挙
制
度
を
見
直
し
、
法
律
の
み
な

ら
ず
憲
法
の
改
正
も
視
野
に
入
れ

て
、
都
道
府
県
単
位
に
よ
る
代
表

が
国
政
に
参
加
す
る
仕
組
み
を
構

築
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
平
成
２８
年
１１
月
２
〜
４
日
、
長

野
県
長
和
町
及
び
静
岡
県
吉
田
町

内
容

内
容

契
約
締
結・変
更

補
正
予
算

内
容

び
ほ
う
さ
く

ひ
ん

内
容

な
ご
み

意
　見
　書

内
容

内
容

質
疑

行
政
視
察
研
修
報
告
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含
め
、
河
口
〜
焼
山
堰
間
で
魚
族

の
生
息
状
況
等
調
査
を
実
施
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　特
に
、
以
前
の
河
川
法
で
は
、

河
川
管
理
の
目
的
は
洪
水
防
御
や

流
水
の
正
常
な
機
能
維
持
等
「
治

水
の
観
点
」
が
主
で
あ
っ
た
が
、

改
正
に
よ
り
「
河
川
環
境
の
整
備

と
保
全
」
が
加
え
ら
れ
、こ
れ
に
は
、

水
質
の
維
持
や
良
好
な
自
然
環
境

景
観
の
維
持
も
含
ま
れ
て
お
り
、

魚
族
等
の
調
査
、
研
究
等
が
県
と

と
も
に
確
認
で
き
れ
ば
、
分
水
協

議
等
で
の
発
言
力
も
増
す
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

黒
岩
町
長

　
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
は
、
平
成
２６
年

６
月
に
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
、

国
・
県
等
で
も
資
源
保
護
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
状
況

下
に
あ
り
、
赤
野
川
で
の
生
息
調

査
は
地
元
漁
協
等
で
構
成
さ
れ
る

協
議
会
が
主
体
と
な
り
、
河
川
環

境
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

で
、
奈
半
利
川
で
は
、
県
が
主
体

と
な
り
、
地
元
漁
協
に
委
託
に
よ

る
生
育
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
現
在
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、

濵
口
議
員

　１２
月
１
日
の
高
知
新
聞
で
、
赤

野
川
で
の
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
生
息

調
査
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

　水
産
庁
で
は
、
ウ
ナ
ギ
の
増
殖

保
護
に
向
け
、
平
成
２５
年
度
か
ら

全
国
で
ウ
ナ
ギ
や
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ

の
生
息
・
来
遊
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
安
芸
市
で
も
ウ
ナ
ギ
の
増

殖
保
護
を
目
指
し
、
地
元
漁
協
が

委
託
を
受
け
、
県
内
水
面
漁
業
セ

ン
タ
ー
の
協
力
の
も
と
、
本
年
度

か
ら
５
カ
年
計
画
で
調
査
を
行
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　内
容
は
、
赤
野
川
河
口
か
ら
1.2

㎞
の
区
間
に
１
ｍ
四
方
の
石
倉
を

５
カ
所
設
置
し
、
年
１
回
生
息
状

況
を
調
べ
る
も
の
で
、
県
内
で
は
、

奈
半
利
川
で
同
様
の
調
査
が
平
成

１５
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

　本
町
で
も
、
安
芸
市
や
奈
半
利

町
と
連
携
し
、
安
田
川
分
水
問
題

と
も
関
連
し
て
、
県
と
の
協
議
も

竹
内
（
隆
）
議
員

　９
月
１２
日
、
小
川
地
区
の
県
道

か
ら
６００
ｍ
ほ
ど
北
進
し
た
、
幅
員

３
ｍ
程
度
の
町
道
の
緩
や
か
な

カ
ー
ブ
付
近
で
、
経
済
建
設
課
長

運
転
、
副
議
長
同
乗
の
公
用
車
が
、

約
２
ｍ
下
段
の
田
地
に
転
落
、
車

は
大
破
し
、
乗
車
し
て
い
た
２
人

は
病
院
に
行
く
ほ
ど
の
打
撲
を

負
っ
た
と
の
話
が
あ
る
が
、
経
緯

に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
を
求
め

る
。　次

に
、
事
故
直
後
、
直
ち
に
警

察
へ
の
事
故
報
告
を
行
わ
ず
、
車

を
引
き
上
げ
、
別
の
場
所
に
シ
ー

ト
囲
い
を
し
、
証
拠
隠
滅
を
図
ろ

う
と
し
た
よ
う
に
聞
く
が
、
実
情

が
ど
う
で
あ
り
、
現
在
、
公
用
車

は
ど
こ
に
あ
り
、
ど
う
い
う
状
態

か
。
修
理
の
状
況
や
そ
の
費
用
、

田
の
補
償
料
は
い
か
ほ
ど
か
。
ま

た
、
保
険
の
適
用
や
申
請
に
要
し

た
状
況
写
真
等
の
提
示
を
求
め
る
。

西
岡
総
務
課
長

　
安
全
運
転
管
理
者
の
立
場
か
ら
、

私
か
ら
答
弁
す
る
。

　
事
故
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
議

員
協
議
会
で
も
報
告
し
て
い
る
が
、

道
路
整
備
関
係
の
会
議
に
公
務
と

し
て
、
町
長
、
副
議
長
、
経
済
建

設
課
長
が
公
用
車
で
出
席
し
、
会

議
終
了
後
、
副
議
長
を
送
る
途
中
、

午
後
９
時
前
く
ら
い
に
、
大
雨
で

の
視
界
不
良
も
あ
っ
て
、
車
が
田

地
へ
転
落
し
た
も
の
。

　
事
故
後
、
課
長
か
ら
、
町
長
、

副
町
長
に
電
話
連
絡
が
あ
り
、
９

時
３０
分
頃
に
現
地
の
状
況
確
認
を

行
っ
て
い
る
が
、
大
雨
の
う
え
、

遅
い
時
間
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

田
地
の
所
有
者
に
謝
罪
の
う
え
、

対
応
は
翌
日
に
行
う
こ
と
と
し
、

翌
１３
日
に
課
長
か
ら
の
顚
末
書
の

提
出
と
合
わ
せ
、
保
険
会
社
へ
の

事
故
報
告
と
公
用
車
の
町
有
地
へ

の
移
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
９
月

議
会
開
会
中
で
あ
っ
た
た
め
、
警

察
へ
の
報
告
が
１４
日
と
な
り
、
そ

の
翌
日
に
現
地
立
会
が
行
わ
れ
た
。

　
公
用
車
の
修
理
に
つ
い
て
は
、

１２
月
１
日
に
完
了
し
て
い
る
が
、

修
理
費
用
や
田
の
補
償
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
費
用
額
の
算
定
や
保

険
会
社
で
の
事
務
手
続
き
が
進
め

ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
ま
た
、
乗
車
し
て
い
た
２
人
が

病
院
に
行
っ
た
と
の
指
摘
に
つ
い

て
は
、
そ
う
し
た
報
告
は
受
け
て

い
な
い
。

　
な
お
、
警
察
へ
の
事
故
報
告
が

遅
れ
た
こ
と
で
、
疑
念
や
憶
測
を

招
き
、
議
員
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
に
ご
心
配
を
掛
け
て
い
る
こ
と

は
、
指
導
す
る
立
場
に
あ
る
も
の

と
し
て
反
省
し
て
お
り
、
今
後
は
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
法
令
遵
守
と

交
通
安
全
意
識
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

Q

A

こ
こ
が
知
り
た
い

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

公
用
車
で
の
交
通
事
故
状
況
の
詳
細
説
明
を
求
め
る

協
議
会
で
も
報
告
し
た
が
、
大
雨
で
の
視
界
不
良
に
よ
る
も
の

ＱＡＱＡ

竹内隆一議員

が
行
わ
れ
て
い
る
。

◎
ま
と
め

　
庁
舎
の
施
設
規
模
や
位
置
の
選

定
等
に
つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会

等
で
の
協
議
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
説
明
会
の
開
催
に

よ
る
住
民
へ
の
周
知
や
意
見
の
反

映
の
重
要
性
が
感
じ
ら
れ
た
。
ま

た
、
一
定
の
内
容
が
詰
ま
っ
て
く

れ
ば
、
変
更
の
利
か
な
い
部
分
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
庁
舎
機
能

に
係
る
整
備
部
分
は
、
議
会
と
し

て
も
十
分
に
検
討
し
な
が
ら
、
執

行
部
に
対
し
、
積
極
的
に
提
言
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

◆
静
岡
県
吉
田
町
◆

　
静
岡
県
中
部
の
大
井
川
河
口
西

側
に
位
置
す
る
沿
岸
の
平
野
部
主

体
の
町
で
、
面
積
約
２１
㎢
、
人
口

約
３
万
人
（
世
帯
数
１
万
７００
）。
立

地
を
生
か
し
た
積
極
的
な
企
業
誘

致
に
よ
り
、
富
士
フ
ィ
ル
ム
な
ど

の
大
手
企
業
を
は
じ
め
、
中
小
、

多
く
の
工
場
、
事
業
所
が
集
ま
る

町
で
あ
る
。

　
町
区
域
内
に
高
台
や
山
が
な
い

こ
と
か
ら
、
津
波
を
主
と
し
た
防

災
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
津

波
被
害
最
大
想
定
時
の
浸
水
区
域

は
町
面
積
の
４０
％
、
人
口
の
５５
％

の
被
災
が
見
込
ま
れ
、
津
波
の
第

１
波
到
達
時
間
も
５
分
程
度
と
短

い
こ
と
か
ら
、
海
岸
部
を
中
心
に

津
波
避
難
タ
ワ
ー
１５
基
が
整
備
さ

れ
る
。

　
避
難
タ
ワ
ー
は
、
津
波
か
ら
の

一
時
的
な
避
難
場
所
と
し
て
想
定

さ
れ
、
０.５
㎡
／
人
の
計
算
に
よ
り
、

１
基
当
た
り
５００
〜
１
２
０
０
人
の

収
容
人
員
と
し
て
い
る
。
な
お
、

避
難
時
に
は
、
住
民
同
士
の
共
助

を
前
提
に
、
避
難
時
間
を
最
優
先

し
、
階
段
の
み
（
多
方
向
か
ら
進

入
可
）
で
螺
旋
式
の
ス
ロ
ー
プ
は

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
避
難
タ
ワ
ー
は
、
土
地

の
有
効
活
用
と
交
通
安
全
対
策
を

兼
ね
た
、
歩
道
橋
形
式
の
も
の
も

５
基
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
施
設
と
し
て
は
、

町
の
玄
関
口
と
な
る
北
部
に

防
災
公
園
が
整
備
さ
れ
、
敷

地
内
に
は
防
災
、
観
光
等
の

情
報
発
信
や
研
修
、
会
議
等

に
利
用
可
能
な
多
目
的
施
設

が
設
置
さ
れ
る
外
、
多
目
的

広
場
は
、
災
害
時
に
は
６８
棟

の
仮
設
住
宅
が
建
設
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　
人
材
育
成
の
面
で
は
、
地

域
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
た
め
の

地
域
防
災
指
導
員
養
成
講
座

の
開
講
と
合
わ
せ
、
中
学
生

を
対
象
と
し
た
防
災
活
動
の

で
き
る
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
士
養

成
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

て
ん
ま
つ
し
ょ

◎
ま
と
め

　
避
難
タ
ワ
ー
に
つ
い
て
は
、
立

地
条
件
や
被
災
想
定
が
異
な
る
た

め
一
概
に
言
え
な
い
が
、
今
後
計

画
す
る
場
合
、
場
所
に
よ
っ
て
は
、

ス
ロ
ー
プ
の
廃
止
や
多
方
向
か
ら

の
進
入
路
設
置
等
は
検
討
課
題
に

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
学
校
等
で
の
防
災
学
習

や
訓
練
は
本
町
で
も
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
将
来
の
地
域
リ
ー
ダ
ー

育
成
の
た
め
の
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
士

や
自
主
防
災
組
織
の
活
動
強
化
・

充
実
の
た
め
に
も
地
域
防
災
指
導

員
養
成
講
座
に
つ
い
て
は
、
取
り

組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

歩道橋兼用の津波避難タワー

竹
内
（
隆
）
議
員

　建
設
中
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
で

の
転
落
事
故
死
に
つ
い
て
は
、
事

故
発
生
翌
日
の
１１
月
１１
日
の
早
朝
、

緊
急
事
態
と
判
断
し
、
議
員
協
議

会
を
緊
急
招
集
し
、
今
後
の
対
策
、

特
に
マ
ス
コ
ミ
を
意
識
し
て
、
議

会
へ
の
報
告
と
意
見
を
求
め
ら
れ

た
。
そ
の
後
、
事
故
の
件
は
何
ら

波
風
の
立
つ
こ
と
な
く
沈
静
化
し
、

業
者
か
ら
は
安
田
町
に
対
し
、
謝

罪
や
再
発
防
止
策
も
示
さ
れ
な
い

ま
ま
工
事
が
再
開
さ
れ
た
。

　町
長
は
、
先
の
招
集
時
に
お
い

て
、
何
か
動
き
が
あ
れ
ば
、
議
会

に
報
告
を
す
る
と
話
さ
れ
た
が
、

働
基
準
監
督
署
の
現
場
検
証
が
終

了
し
、
作
業
再
開
の
許
可
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
足
場
等
の
総
点
検

を
行
っ
た
う
え
で
再
開
し
た
も
の

だ
が
、
発
注
者
で
あ
る
町
の
指
示

を
受
け
ず
に
再
開
し
た
行
為
に
は
、

厳
し
く
指
導
を
し
た
う
え
で
、
各

議
員
に
は
、
電
話
連
絡
に
よ
り
状

況
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
死
亡
事
故
と
い
う
重
大
事
案
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
施
工
業
者
に
は

事
故
発
生
か
ら
の
経
過
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
、
文
書
で
の
報
告

を
求
め
、
１１
月
１８
日
付
け
で
経
過

報
告
と
合
わ
せ
、
今
後
、
警
察
署

や
労
働
基
準
監
督
署
の
指
示
等
が

あ
っ
た
場
合
、
速
や
か
に
町
に
報

告
を
す
る
と
の
回
答
を
得
て
お
り
、

決
し
て
議
会
を
軽
視
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

　
行
政
報
告
で
も
述
べ
た
が
、
現

在
、
労
働
基
準
監
督
署
の
調
査
が

継
続
さ
れ
て
お
り
、
結
果
に
よ
っ

て
は
、
行
政
処
分
の
対
象
と
も
な

る
こ
と
か
ら
、
結
果
が
分
か
り
次

第
、
議
会
へ
報
告
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
な
お
、
今
回
の
件
で
は
、
事
務

連
絡
の
調
整
や
日
々
の
現
場
確
認

の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
、
十
分
に
注
意
し

て
い
き
た
い
。

議
会
を
無
視
し
た
形
と
な
っ
て
い

る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。

黒
岩
町
長

　
薬
師
東
地
区
津
波
避
難
タ
ワ
ー

建
設
現
場
で
発
生
し
た
、
転
落
死

亡
事
故
に
つ
い
て
は
、
議
員
協
議

会
へ
の
事
故
報
告
と
調
査
の
た
め
、

現
地
作
業
を
中
断
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
詳
細
が
分
か
り
次
第
、
議

会
に
報
告
を
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
議
員
指
摘
の
と
お
り
、
発

注
者
で
あ
る
町
へ
の
報
告
が
な
い

ま
ま
現
地
作
業
が
再
開
さ
れ
て
い

た
。

　
施
工
業
者
は
、
警
察
署
及
び
労

建
設
工
事
中
の
死
亡
事
故
で
の
対
応
は
議
会
軽
視
で
な
い
か

町
へ
の
報
告
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
行
き
違
い

ＱＡＱＡ

安
田
川
の
魚
族
等
の
生
育
状
況
調
査
等
の
考
え
は
な
い
か

資
源
保
護
活
動
に
は
取
り
組
む

ＱＡＱＡ

濵口智惠男議員

い
し
ぐ
ろ
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含
め
、
河
口
〜
焼
山
堰
間
で
魚
族

の
生
息
状
況
等
調
査
を
実
施
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　特
に
、
以
前
の
河
川
法
で
は
、

河
川
管
理
の
目
的
は
洪
水
防
御
や

流
水
の
正
常
な
機
能
維
持
等
「
治

水
の
観
点
」
が
主
で
あ
っ
た
が
、

改
正
に
よ
り
「
河
川
環
境
の
整
備

と
保
全
」
が
加
え
ら
れ
、こ
れ
に
は
、

水
質
の
維
持
や
良
好
な
自
然
環
境

景
観
の
維
持
も
含
ま
れ
て
お
り
、

魚
族
等
の
調
査
、
研
究
等
が
県
と

と
も
に
確
認
で
き
れ
ば
、
分
水
協

議
等
で
の
発
言
力
も
増
す
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

黒
岩
町
長

　
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
は
、
平
成
２６
年

６
月
に
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
、

国
・
県
等
で
も
資
源
保
護
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
状
況

下
に
あ
り
、
赤
野
川
で
の
生
息
調

査
は
地
元
漁
協
等
で
構
成
さ
れ
る

協
議
会
が
主
体
と
な
り
、
河
川
環

境
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

で
、
奈
半
利
川
で
は
、
県
が
主
体

と
な
り
、
地
元
漁
協
に
委
託
に
よ

る
生
育
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
現
在
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、

濵
口
議
員

　１２
月
１
日
の
高
知
新
聞
で
、
赤

野
川
で
の
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
生
息

調
査
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

　水
産
庁
で
は
、
ウ
ナ
ギ
の
増
殖

保
護
に
向
け
、
平
成
２５
年
度
か
ら

全
国
で
ウ
ナ
ギ
や
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ

の
生
息
・
来
遊
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
安
芸
市
で
も
ウ
ナ
ギ
の
増

殖
保
護
を
目
指
し
、
地
元
漁
協
が

委
託
を
受
け
、
県
内
水
面
漁
業
セ

ン
タ
ー
の
協
力
の
も
と
、
本
年
度

か
ら
５
カ
年
計
画
で
調
査
を
行
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　内
容
は
、
赤
野
川
河
口
か
ら
1.2

㎞
の
区
間
に
１
ｍ
四
方
の
石
倉
を

５
カ
所
設
置
し
、
年
１
回
生
息
状

況
を
調
べ
る
も
の
で
、
県
内
で
は
、

奈
半
利
川
で
同
様
の
調
査
が
平
成

１５
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

　本
町
で
も
、
安
芸
市
や
奈
半
利

町
と
連
携
し
、
安
田
川
分
水
問
題

と
も
関
連
し
て
、
県
と
の
協
議
も

竹
内
（
隆
）
議
員

　９
月
１２
日
、
小
川
地
区
の
県
道

か
ら
６００
ｍ
ほ
ど
北
進
し
た
、
幅
員

３
ｍ
程
度
の
町
道
の
緩
や
か
な

カ
ー
ブ
付
近
で
、
経
済
建
設
課
長

運
転
、
副
議
長
同
乗
の
公
用
車
が
、

約
２
ｍ
下
段
の
田
地
に
転
落
、
車

は
大
破
し
、
乗
車
し
て
い
た
２
人

は
病
院
に
行
く
ほ
ど
の
打
撲
を

負
っ
た
と
の
話
が
あ
る
が
、
経
緯

に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
を
求
め

る
。　次

に
、
事
故
直
後
、
直
ち
に
警

察
へ
の
事
故
報
告
を
行
わ
ず
、
車

を
引
き
上
げ
、
別
の
場
所
に
シ
ー

ト
囲
い
を
し
、
証
拠
隠
滅
を
図
ろ

う
と
し
た
よ
う
に
聞
く
が
、
実
情

が
ど
う
で
あ
り
、
現
在
、
公
用
車

は
ど
こ
に
あ
り
、
ど
う
い
う
状
態

か
。
修
理
の
状
況
や
そ
の
費
用
、

田
の
補
償
料
は
い
か
ほ
ど
か
。
ま

た
、
保
険
の
適
用
や
申
請
に
要
し

た
状
況
写
真
等
の
提
示
を
求
め
る
。

西
岡
総
務
課
長

　
安
全
運
転
管
理
者
の
立
場
か
ら
、

私
か
ら
答
弁
す
る
。

　
事
故
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
議

員
協
議
会
で
も
報
告
し
て
い
る
が
、

道
路
整
備
関
係
の
会
議
に
公
務
と

し
て
、
町
長
、
副
議
長
、
経
済
建

設
課
長
が
公
用
車
で
出
席
し
、
会

議
終
了
後
、
副
議
長
を
送
る
途
中
、

午
後
９
時
前
く
ら
い
に
、
大
雨
で

の
視
界
不
良
も
あ
っ
て
、
車
が
田

地
へ
転
落
し
た
も
の
。

　
事
故
後
、
課
長
か
ら
、
町
長
、

副
町
長
に
電
話
連
絡
が
あ
り
、
９

時
３０
分
頃
に
現
地
の
状
況
確
認
を

行
っ
て
い
る
が
、
大
雨
の
う
え
、

遅
い
時
間
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

田
地
の
所
有
者
に
謝
罪
の
う
え
、

対
応
は
翌
日
に
行
う
こ
と
と
し
、

翌
１３
日
に
課
長
か
ら
の
顚
末
書
の

提
出
と
合
わ
せ
、
保
険
会
社
へ
の

事
故
報
告
と
公
用
車
の
町
有
地
へ

の
移
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
９
月

議
会
開
会
中
で
あ
っ
た
た
め
、
警

察
へ
の
報
告
が
１４
日
と
な
り
、
そ

の
翌
日
に
現
地
立
会
が
行
わ
れ
た
。

　
公
用
車
の
修
理
に
つ
い
て
は
、

１２
月
１
日
に
完
了
し
て
い
る
が
、

修
理
費
用
や
田
の
補
償
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
費
用
額
の
算
定
や
保

険
会
社
で
の
事
務
手
続
き
が
進
め

ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
ま
た
、
乗
車
し
て
い
た
２
人
が

病
院
に
行
っ
た
と
の
指
摘
に
つ
い

て
は
、
そ
う
し
た
報
告
は
受
け
て

い
な
い
。

　
な
お
、
警
察
へ
の
事
故
報
告
が

遅
れ
た
こ
と
で
、
疑
念
や
憶
測
を

招
き
、
議
員
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
に
ご
心
配
を
掛
け
て
い
る
こ
と

は
、
指
導
す
る
立
場
に
あ
る
も
の

と
し
て
反
省
し
て
お
り
、
今
後
は
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
法
令
遵
守
と

交
通
安
全
意
識
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

Q

A

こ
こ
が
知
り
た
い

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

公
用
車
で
の
交
通
事
故
状
況
の
詳
細
説
明
を
求
め
る

協
議
会
で
も
報
告
し
た
が
、
大
雨
で
の
視
界
不
良
に
よ
る
も
の

ＱＡＱＡ

竹内隆一議員

が
行
わ
れ
て
い
る
。

◎
ま
と
め

　
庁
舎
の
施
設
規
模
や
位
置
の
選

定
等
に
つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会

等
で
の
協
議
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
説
明
会
の
開
催
に

よ
る
住
民
へ
の
周
知
や
意
見
の
反

映
の
重
要
性
が
感
じ
ら
れ
た
。
ま

た
、
一
定
の
内
容
が
詰
ま
っ
て
く

れ
ば
、
変
更
の
利
か
な
い
部
分
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
庁
舎
機
能

に
係
る
整
備
部
分
は
、
議
会
と
し

て
も
十
分
に
検
討
し
な
が
ら
、
執

行
部
に
対
し
、
積
極
的
に
提
言
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

◆
静
岡
県
吉
田
町
◆

　
静
岡
県
中
部
の
大
井
川
河
口
西

側
に
位
置
す
る
沿
岸
の
平
野
部
主

体
の
町
で
、
面
積
約
２１
㎢
、
人
口

約
３
万
人
（
世
帯
数
１
万
７００
）。
立

地
を
生
か
し
た
積
極
的
な
企
業
誘

致
に
よ
り
、
富
士
フ
ィ
ル
ム
な
ど

の
大
手
企
業
を
は
じ
め
、
中
小
、

多
く
の
工
場
、
事
業
所
が
集
ま
る

町
で
あ
る
。

　
町
区
域
内
に
高
台
や
山
が
な
い

こ
と
か
ら
、
津
波
を
主
と
し
た
防

災
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
津

波
被
害
最
大
想
定
時
の
浸
水
区
域

は
町
面
積
の
４０
％
、
人
口
の
５５
％

の
被
災
が
見
込
ま
れ
、
津
波
の
第

１
波
到
達
時
間
も
５
分
程
度
と
短

い
こ
と
か
ら
、
海
岸
部
を
中
心
に

津
波
避
難
タ
ワ
ー
１５
基
が
整
備
さ

れ
る
。

　
避
難
タ
ワ
ー
は
、
津
波
か
ら
の

一
時
的
な
避
難
場
所
と
し
て
想
定

さ
れ
、
０.５
㎡
／
人
の
計
算
に
よ
り
、

１
基
当
た
り
５００
〜
１
２
０
０
人
の

収
容
人
員
と
し
て
い
る
。
な
お
、

避
難
時
に
は
、
住
民
同
士
の
共
助

を
前
提
に
、
避
難
時
間
を
最
優
先

し
、
階
段
の
み
（
多
方
向
か
ら
進

入
可
）
で
螺
旋
式
の
ス
ロ
ー
プ
は

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
避
難
タ
ワ
ー
は
、
土
地

の
有
効
活
用
と
交
通
安
全
対
策
を

兼
ね
た
、
歩
道
橋
形
式
の
も
の
も

５
基
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
施
設
と
し
て
は
、

町
の
玄
関
口
と
な
る
北
部
に

防
災
公
園
が
整
備
さ
れ
、
敷

地
内
に
は
防
災
、
観
光
等
の

情
報
発
信
や
研
修
、
会
議
等

に
利
用
可
能
な
多
目
的
施
設

が
設
置
さ
れ
る
外
、
多
目
的

広
場
は
、
災
害
時
に
は
６８
棟

の
仮
設
住
宅
が
建
設
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　
人
材
育
成
の
面
で
は
、
地

域
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
た
め
の

地
域
防
災
指
導
員
養
成
講
座

の
開
講
と
合
わ
せ
、
中
学
生

を
対
象
と
し
た
防
災
活
動
の

で
き
る
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
士
養

成
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

て
ん
ま
つ
し
ょ

◎
ま
と
め

　
避
難
タ
ワ
ー
に
つ
い
て
は
、
立

地
条
件
や
被
災
想
定
が
異
な
る
た

め
一
概
に
言
え
な
い
が
、
今
後
計

画
す
る
場
合
、
場
所
に
よ
っ
て
は
、

ス
ロ
ー
プ
の
廃
止
や
多
方
向
か
ら

の
進
入
路
設
置
等
は
検
討
課
題
に

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
学
校
等
で
の
防
災
学
習

や
訓
練
は
本
町
で
も
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
将
来
の
地
域
リ
ー
ダ
ー

育
成
の
た
め
の
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
士

や
自
主
防
災
組
織
の
活
動
強
化
・

充
実
の
た
め
に
も
地
域
防
災
指
導

員
養
成
講
座
に
つ
い
て
は
、
取
り

組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

歩道橋兼用の津波避難タワー

竹
内
（
隆
）
議
員

　建
設
中
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
で

の
転
落
事
故
死
に
つ
い
て
は
、
事

故
発
生
翌
日
の
１１
月
１１
日
の
早
朝
、

緊
急
事
態
と
判
断
し
、
議
員
協
議

会
を
緊
急
招
集
し
、
今
後
の
対
策
、

特
に
マ
ス
コ
ミ
を
意
識
し
て
、
議

会
へ
の
報
告
と
意
見
を
求
め
ら
れ

た
。
そ
の
後
、
事
故
の
件
は
何
ら

波
風
の
立
つ
こ
と
な
く
沈
静
化
し
、

業
者
か
ら
は
安
田
町
に
対
し
、
謝

罪
や
再
発
防
止
策
も
示
さ
れ
な
い

ま
ま
工
事
が
再
開
さ
れ
た
。

　町
長
は
、
先
の
招
集
時
に
お
い

て
、
何
か
動
き
が
あ
れ
ば
、
議
会

に
報
告
を
す
る
と
話
さ
れ
た
が
、

働
基
準
監
督
署
の
現
場
検
証
が
終

了
し
、
作
業
再
開
の
許
可
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
足
場
等
の
総
点
検

を
行
っ
た
う
え
で
再
開
し
た
も
の

だ
が
、
発
注
者
で
あ
る
町
の
指
示

を
受
け
ず
に
再
開
し
た
行
為
に
は
、

厳
し
く
指
導
を
し
た
う
え
で
、
各

議
員
に
は
、
電
話
連
絡
に
よ
り
状

況
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
死
亡
事
故
と
い
う
重
大
事
案
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
施
工
業
者
に
は

事
故
発
生
か
ら
の
経
過
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
、
文
書
で
の
報
告

を
求
め
、
１１
月
１８
日
付
け
で
経
過

報
告
と
合
わ
せ
、
今
後
、
警
察
署

や
労
働
基
準
監
督
署
の
指
示
等
が

あ
っ
た
場
合
、
速
や
か
に
町
に
報

告
を
す
る
と
の
回
答
を
得
て
お
り
、

決
し
て
議
会
を
軽
視
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

　
行
政
報
告
で
も
述
べ
た
が
、
現

在
、
労
働
基
準
監
督
署
の
調
査
が

継
続
さ
れ
て
お
り
、
結
果
に
よ
っ

て
は
、
行
政
処
分
の
対
象
と
も
な

る
こ
と
か
ら
、
結
果
が
分
か
り
次

第
、
議
会
へ
報
告
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
な
お
、
今
回
の
件
で
は
、
事
務

連
絡
の
調
整
や
日
々
の
現
場
確
認

の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
、
十
分
に
注
意
し

て
い
き
た
い
。

議
会
を
無
視
し
た
形
と
な
っ
て
い

る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。

黒
岩
町
長

　
薬
師
東
地
区
津
波
避
難
タ
ワ
ー

建
設
現
場
で
発
生
し
た
、
転
落
死

亡
事
故
に
つ
い
て
は
、
議
員
協
議

会
へ
の
事
故
報
告
と
調
査
の
た
め
、

現
地
作
業
を
中
断
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
詳
細
が
分
か
り
次
第
、
議

会
に
報
告
を
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
議
員
指
摘
の
と
お
り
、
発

注
者
で
あ
る
町
へ
の
報
告
が
な
い

ま
ま
現
地
作
業
が
再
開
さ
れ
て
い

た
。

　
施
工
業
者
は
、
警
察
署
及
び
労

建
設
工
事
中
の
死
亡
事
故
で
の
対
応
は
議
会
軽
視
で
な
い
か

町
へ
の
報
告
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
行
き
違
い

ＱＡＱＡ

安
田
川
の
魚
族
等
の
生
育
状
況
調
査
等
の
考
え
は
な
い
か

資
源
保
護
活
動
に
は
取
り
組
む

ＱＡＱＡ

濵口智惠男議員

い
し
ぐ
ろ
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安
田
川
漁
業
協
同
組
合
で
は
水
産

資
源
の
保
護
、
増
殖
を
目
的
に
ア

ユ
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
の
放
流
と
産
卵

場
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
、

安
芸
市
等
の
状
況
も
踏
ま
え
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
更

な
る
資
源
保
護
活
動
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
河
川
法
に
規
定
す
る
河

川
環
境
の
保
全
は
、
安
田
川
清
流

保
全
条
例
の
基
本
理
念
と
同
じ
で

あ
り
、
条
例
に
は
、
安
田
川
の
水

辺
の
自
然
環
境
・
水
辺
空
間
を
将

来
に
わ
た
り
保
全
す
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
て
お
り
、
町
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
安
田
川
を
後
世
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
清
流
保
全
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
生
活
・
農
業
・
事
業
所

の
排
水
対
策
を
は
じ
め
、
住
民
へ

の
啓
発
活
動
や
河
川
学
習
を
推
進

組
を
県
、
電
源
開
発
㈱
に
要
請
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

し
て
い
る
。

　
河
川
環
境
面
で
は
、
平
成
２２
年

度
に
安
田
川
水
系
資
源
保
護
推
進

協
議
会
に
よ
り
、
安
田
川
自
然
再

生
事
業
と
し
て
、
焼
山
堰
下
流
域

の
魚
類
の
生
態
調
査
が
実
施
さ
れ
、

２３
・
２４
年
度
に
か
け
て
は
、
安
田

川
を
美
し
く
す
る
安
田
町
民
会
議

に
よ
る
魚
類
の
生
息
場
等
に
着
目

し
た
、
河
床
等
の
環
境
改
善
を
図

る
構
造
物
の
設
置
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
１０
年
以
上
の
調
査

を
続
け
て
き
た
安
田
川
の
水
質
は
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
平

成
２５
年
度
か
ら
環
境
基
準
で
の
最

高
ラ
ン
ク
と
な
る
Ａ
Ａ
ラ
ン
ク
を

維
持
し
て
い
る
。

　
指
摘
の
よ
う
に
、
水
生
生
物
の

多
様
性
を
把
握
し
続
け
る
こ
と
は
、

河
川
環
境
の
変
遷
及
び
環
境
保
全

の
指
標
と
な
り
、
こ
れ
ら
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
町
の
最
重
要
課
題

で
あ
る
安
田
川
分
水
対
策
に
掲
げ

る
水
の
復
元
は
も
と
よ
り
、
魚
族

資
源
を
保
護
し
、
後
世
に
残
す
取

本町のシンボル安田川

内外に好評の桜坂住宅団地

総
務
教
育
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
調
査

各
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
調
査

日
時
　
平
成
２８
年
１１
月
２８
日

調
査
事
項

①
平
成
２８
年
度
総
務
課
・
教
育

委
員
会
の
主
要
事
業
の
執
行

状
況
に
つ
い
て

②
そ
の
他

経
過

　
総
務
課
、
教
育
委
員
会
か
ら

資
料
に
基
づ
き
説
明
を
受

け
、
協
議
の
後
、
ま
と
め
を

行
っ
た
。

調
査
結
果

◎
旧
中
山
小
中
学
校
の
給
食
施

設
を
利
用
し
て
食
肉
加
工
施

設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な

い
。
近
年
、
野
生
鳥
獣
を
使

っ
た
ジ
ビ
エ
料
理
が
ブ
ー
ム

に
も
な
っ
て
お
り
、
鳥
獣
被

害
対
策
や
「
じ
ね
ん
」
「
輝

る
ぽ
ー
と
」
で
の
販
売
等
、

観
光
対
策
な
ど
と
合
わ
せ
、

施
設
の
利
用
活
性
化
を
図
る

こ
と
。

◎
神
峯
山
・
空
と
海
の
展
望
公

園
の
展
望
塔
階
段
舗
装
工
事

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
最
近

Ｔ
Ｖ
で
も
、
そ
の
存
在
が
放

映
さ
れ
た
が
、
本
町
の
大
き

な
観
光
資
源
の
一
つ
で
も
あ

り
、
今
回
の
整
備
を
機
に
施

設
の
Ｐ
Ｒ
や
活
用
に
努
め
る

こ
と
。

日
時
　
平
成
２８
年
１１
月
３０
日

調
査
事
項

①
平
成
２８
年
度
町
民
生
活
課
・

経
済
建
設
課
の
主
要
事
業
実

績
に
つ
い
て

②
そ
の
他

経
過

　
町
民
生
活
課
、
経
済
建
設
課

か
ら
資
料
に
基
づ
き
説
明
を

受
け
、
協
議
の
後
、
次
の
と

お
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

◎
間
伐
事
業
に
つ
い
て
は
、
水

源
涵
養
や
地
盤
安
定
化
対
策

と
し
て
、
伐
採
跡
へ
の
落
葉

広
葉
樹
等
、
雑
木
の
植
栽
実

施
を
検
討
す
る
こ
と
。

◎
町
内
一
斉
清
掃
や
道
路
愛
護

事
業
に
つ
い
て
、
地
区
に
よ

っ
て
は
、
世
帯
数
減
や
高
齢

化
等
で
住
民
の
参
加
が
厳
し

い
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
実

施
時
期
や
回
数
等
、
実
施
方

法
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ

と
。

　
総
務
教
育
・
産
業
厚
生
の
両
常
任
委
員
会
は
、
こ
の
ほ
ど
所
管
事

項
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
次
の
と
お
り
議
長
に
報
告
し
た
。

27
日
＝
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（

高
知
市
）

四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
促
進
四
国
東
南
部

連
盟
総
会
・
整
備
促
進
大

会

　
　
　
　（
安
芸
市
）

28
日
＝
安
芸
郡
・
海
部
郡
議
長
連

合
会
県
知
事
・
県
議
会
へ

の
要
望
活
動
（
高
知
市
）

29
日
＝
寧
浦
全
国
色
紙
展
開
会

式
・
表
彰
式

　
　
　―

　11

　月
　―

1
日
＝
高
知
県
戦
没
者
追
悼
式

（
高
知
市
）

2
〜
4
日
＝
行
政
視
察
研
修

（
長
野
県
・
静
岡
県
）

7
日
＝
安
田
川
分
水
対
策
特
別
委

員
会

8
日
＝
安
田
町
戦
没
者
等
追
悼
式

県
選
出
国
会
議
員
と
町
村

議
会
議
長
と
の
意
見
交
換

会

　
　
　
　（
東
京
都
）

9
日
＝
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

（
東
京
都
）

10
日
＝
安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会

議
長
研
修

　（
新
潟
県
）

議
員
協
議
会

11
日
＝
高
知
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
地
方

議
員
連
盟
勉
強
会

12
日
＝
県
立
安
芸
桜
ケ
丘
高
等
学

校
創
立
50
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
（
安
芸
市
）

14
日
＝
安
田
川
分
水
対
策
委
員
会

21
日
＝
議
員
協
議
会

22
日
＝
安
田
川
分
水
連
絡
協
議
会

25
日
＝
関
東
高
知
県
人
大
懇
親
会

（
東
京
都
）

27
日
＝
安
田
町
社
会
福
祉
大
会
・

運
動
会

28
日
＝
総
務
教
育
常
任
委
員
会

29
日
＝
四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
促
進
四
国
東
南
部

連
盟
中
央
要
望（

東
京
都
）

30
日
＝
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　―

　12

　月
　―

1
日
＝
議
員
協
議
会

2
日
＝
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　―

　9

　月
　―

16
日
＝
議
員
協
議
会

18
日
＝
敬
老
会

26
日
＝
中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例

会
（
中
芸
広
域
体
育
館
）

27
日
＝
高
知
県
土
木
部
等
要
望
活

動

　
　
　
　（
高
知
市
）

28
日
＝
議
員
協
議
会

29
日
＝
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長

大
会

　
　
　（
松
山
市
）

　
　
　―

　10

　月
　―

7
日
＝
議
員
協
議
会

8
日
＝
高
知
東
海
岸
グ
ル
メ
ま
つ

り
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

（
安
芸
市
）

13
日
＝
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
研
修
会
（
高
松
市
）

15
日
＝
県
選
出
国
会
議
員
と
町
村

長
・
町
村
議
会
議
長
と
の

意
見
交
換
会
（
高
知
市
）

26
日
＝
町
村
議
会
広
報
研
修
会

（
東
京
都
）

議
会
の
う
ご
き

町
道
安
田
大
野
線
拡
幅
と
周
辺
環
境
整
備
の
考
え
は
な
い
か

用
地
取
得
と
合
わ
せ
て
実
施
、
検
討
し
て
い
く

ＱＡＱＡ濵
口
議
員

　不
動
地
区
の
台
地
に
桜
坂
住
宅

団
地
が
建
設
さ
れ
、
完
成
か
ら
半

年
遅
れ
と
な
っ
た
が
、
住
宅
に
至

る
町
道
安
田
大
野
線
の
舗
装
整
備

も
行
わ
れ
た
。

　し
か
し
、
こ
の
町
道
整
備
は
住

宅
団
地
ま
で
で
、
住
宅
か
ら
台
地

に
至
る
ま
で
の
約
６０
ｍ
の
区
間
の

拡
幅
舗
装
は
未
整
備
の
ま
ま
で
あ

る
が
、
整
備
の
計
画
は
な
い
か
。

併
せ
て
、
整
備
済
み
の
区
間
に
つ

い
て
も
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
な
ど
の
安
全
施
設
が
必
要

と
思
う
が
、
設
置
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　ま
た
、
住
宅
団
地
の
整
備
に
よ

り
、
一
定
の
居
住
区
域
が
形
成
さ

れ
る
が
、
集
会
所
を
建
設
し
て
は

ど
う
か
。
集
会
所
が
で
き
れ
ば
、

津
波
災
害
時
等
に
不
動
西
地
区
住

民
の
避
難
場
所
に
も
活
用
で
き
る

と
思
う
が
、
そ
の
考
え
は
な
い
か
。

黒
岩
町
長

　
桜
坂
住
宅
団
地
へ
の
町
道
整
備

に
つ
い
て
は
、
以
前
に
お
答
え
し

た
よ
う
に
、
国
か
ら
の
予
算
配
分

の
関
係
か
ら
、
施
工
が
団
地
完
成

後
と
な
り
、
入
居
者
に
は
不
便
を

か
け
た
が
、
先
月
、
計

画
区
間
の
工
事
が
完
了

し
た
。

　
質
問
の
整
備
区
間
の

延
伸
等
に
つ
い
て
は
、

町
営
住
宅
及
び
分
譲
団

地
が
好
評
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
、
東
側
へ

の
造
成
拡
張
を
進
め
て

お
り
、
一
定
の
用
地
確

保
が
で
き
た
時
点
で
、

道
路
整
備
も
含
め
た
検

討
を
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

設
置
基
準
に
基
づ
き
、

今
回
の
工
事
の
中
で
設

置
済
み
で
あ
り
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
は
、
今
後
、

必
要
な
箇
所
へ
の
設
置

を
計
画
し
て
い
る
。

　
集
会
所
設
置
に
つ
い

て
は
、
地
域
ニ
ー
ズ
を
十
分
把
握

す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
定
住
団

地
造
成
を
拡
張
し
て
い
く
中
で
、

集
会
所
の
津
波
避
難
等
へ
の
活
用

も
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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安
田
川
漁
業
協
同
組
合
で
は
水
産

資
源
の
保
護
、
増
殖
を
目
的
に
ア

ユ
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
の
放
流
と
産
卵

場
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
、

安
芸
市
等
の
状
況
も
踏
ま
え
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
更

な
る
資
源
保
護
活
動
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
河
川
法
に
規
定
す
る
河

川
環
境
の
保
全
は
、
安
田
川
清
流

保
全
条
例
の
基
本
理
念
と
同
じ
で

あ
り
、
条
例
に
は
、
安
田
川
の
水

辺
の
自
然
環
境
・
水
辺
空
間
を
将

来
に
わ
た
り
保
全
す
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
て
お
り
、
町
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
安
田
川
を
後
世
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
清
流
保
全
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
生
活
・
農
業
・
事
業
所

の
排
水
対
策
を
は
じ
め
、
住
民
へ

の
啓
発
活
動
や
河
川
学
習
を
推
進

組
を
県
、
電
源
開
発
㈱
に
要
請
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

し
て
い
る
。

　
河
川
環
境
面
で
は
、
平
成
２２
年

度
に
安
田
川
水
系
資
源
保
護
推
進

協
議
会
に
よ
り
、
安
田
川
自
然
再

生
事
業
と
し
て
、
焼
山
堰
下
流
域

の
魚
類
の
生
態
調
査
が
実
施
さ
れ
、

２３
・
２４
年
度
に
か
け
て
は
、
安
田

川
を
美
し
く
す
る
安
田
町
民
会
議

に
よ
る
魚
類
の
生
息
場
等
に
着
目

し
た
、
河
床
等
の
環
境
改
善
を
図

る
構
造
物
の
設
置
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
１０
年
以
上
の
調
査

を
続
け
て
き
た
安
田
川
の
水
質
は
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
平

成
２５
年
度
か
ら
環
境
基
準
で
の
最

高
ラ
ン
ク
と
な
る
Ａ
Ａ
ラ
ン
ク
を

維
持
し
て
い
る
。

　
指
摘
の
よ
う
に
、
水
生
生
物
の

多
様
性
を
把
握
し
続
け
る
こ
と
は
、

河
川
環
境
の
変
遷
及
び
環
境
保
全

の
指
標
と
な
り
、
こ
れ
ら
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
町
の
最
重
要
課
題

で
あ
る
安
田
川
分
水
対
策
に
掲
げ

る
水
の
復
元
は
も
と
よ
り
、
魚
族

資
源
を
保
護
し
、
後
世
に
残
す
取

本町のシンボル安田川

内外に好評の桜坂住宅団地

総
務
教
育
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
調
査

各
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
調
査

日
時
　
平
成
２８
年
１１
月
２８
日

調
査
事
項

①
平
成
２８
年
度
総
務
課
・
教
育

委
員
会
の
主
要
事
業
の
執
行

状
況
に
つ
い
て

②
そ
の
他

経
過

　
総
務
課
、
教
育
委
員
会
か
ら

資
料
に
基
づ
き
説
明
を
受

け
、
協
議
の
後
、
ま
と
め
を

行
っ
た
。

調
査
結
果

◎
旧
中
山
小
中
学
校
の
給
食
施

設
を
利
用
し
て
食
肉
加
工
施

設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な

い
。
近
年
、
野
生
鳥
獣
を
使

っ
た
ジ
ビ
エ
料
理
が
ブ
ー
ム

に
も
な
っ
て
お
り
、
鳥
獣
被

害
対
策
や
「
じ
ね
ん
」
「
輝

る
ぽ
ー
と
」
で
の
販
売
等
、

観
光
対
策
な
ど
と
合
わ
せ
、

施
設
の
利
用
活
性
化
を
図
る

こ
と
。

◎
神
峯
山
・
空
と
海
の
展
望
公

園
の
展
望
塔
階
段
舗
装
工
事

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
最
近

Ｔ
Ｖ
で
も
、
そ
の
存
在
が
放

映
さ
れ
た
が
、
本
町
の
大
き

な
観
光
資
源
の
一
つ
で
も
あ

り
、
今
回
の
整
備
を
機
に
施

設
の
Ｐ
Ｒ
や
活
用
に
努
め
る

こ
と
。

日
時
　
平
成
２８
年
１１
月
３０
日

調
査
事
項

①
平
成
２８
年
度
町
民
生
活
課
・

経
済
建
設
課
の
主
要
事
業
実

績
に
つ
い
て

②
そ
の
他

経
過

　
町
民
生
活
課
、
経
済
建
設
課

か
ら
資
料
に
基
づ
き
説
明
を

受
け
、
協
議
の
後
、
次
の
と

お
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

◎
間
伐
事
業
に
つ
い
て
は
、
水

源
涵
養
や
地
盤
安
定
化
対
策

と
し
て
、
伐
採
跡
へ
の
落
葉

広
葉
樹
等
、
雑
木
の
植
栽
実

施
を
検
討
す
る
こ
と
。

◎
町
内
一
斉
清
掃
や
道
路
愛
護

事
業
に
つ
い
て
、
地
区
に
よ

っ
て
は
、
世
帯
数
減
や
高
齢

化
等
で
住
民
の
参
加
が
厳
し

い
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
実

施
時
期
や
回
数
等
、
実
施
方

法
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ

と
。

　
総
務
教
育
・
産
業
厚
生
の
両
常
任
委
員
会
は
、
こ
の
ほ
ど
所
管
事

項
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
次
の
と
お
り
議
長
に
報
告
し
た
。

27
日
＝
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（

高
知
市
）

四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
促
進
四
国
東
南
部

連
盟
総
会
・
整
備
促
進
大

会

　
　
　
　（
安
芸
市
）

28
日
＝
安
芸
郡
・
海
部
郡
議
長
連

合
会
県
知
事
・
県
議
会
へ

の
要
望
活
動
（
高
知
市
）

29
日
＝
寧
浦
全
国
色
紙
展
開
会

式
・
表
彰
式

　
　
　―

　11

　月
　―

1
日
＝
高
知
県
戦
没
者
追
悼
式

（
高
知
市
）

2
〜
4
日
＝
行
政
視
察
研
修

（
長
野
県
・
静
岡
県
）

7
日
＝
安
田
川
分
水
対
策
特
別
委

員
会

8
日
＝
安
田
町
戦
没
者
等
追
悼
式

県
選
出
国
会
議
員
と
町
村

議
会
議
長
と
の
意
見
交
換

会

　
　
　
　（
東
京
都
）

9
日
＝
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

（
東
京
都
）

10
日
＝
安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会

議
長
研
修

　（
新
潟
県
）

議
員
協
議
会

11
日
＝
高
知
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
地
方

議
員
連
盟
勉
強
会

12
日
＝
県
立
安
芸
桜
ケ
丘
高
等
学

校
創
立
50
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
（
安
芸
市
）

14
日
＝
安
田
川
分
水
対
策
委
員
会

21
日
＝
議
員
協
議
会

22
日
＝
安
田
川
分
水
連
絡
協
議
会

25
日
＝
関
東
高
知
県
人
大
懇
親
会

（
東
京
都
）

27
日
＝
安
田
町
社
会
福
祉
大
会
・

運
動
会

28
日
＝
総
務
教
育
常
任
委
員
会

29
日
＝
四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
促
進
四
国
東
南
部

連
盟
中
央
要
望（

東
京
都
）

30
日
＝
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　―

　12

　月
　―

1
日
＝
議
員
協
議
会

2
日
＝
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　―

　9

　月
　―

16
日
＝
議
員
協
議
会

18
日
＝
敬
老
会

26
日
＝
中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例

会
（
中
芸
広
域
体
育
館
）

27
日
＝
高
知
県
土
木
部
等
要
望
活

動

　
　
　
　（
高
知
市
）

28
日
＝
議
員
協
議
会

29
日
＝
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長

大
会

　
　
　（
松
山
市
）

　
　
　―

　10

　月
　―

7
日
＝
議
員
協
議
会

8
日
＝
高
知
東
海
岸
グ
ル
メ
ま
つ

り
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

（
安
芸
市
）

13
日
＝
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
研
修
会
（
高
松
市
）

15
日
＝
県
選
出
国
会
議
員
と
町
村

長
・
町
村
議
会
議
長
と
の

意
見
交
換
会
（
高
知
市
）

26
日
＝
町
村
議
会
広
報
研
修
会

（
東
京
都
）

議
会
の
う
ご
き

町
道
安
田
大
野
線
拡
幅
と
周
辺
環
境
整
備
の
考
え
は
な
い
か

用
地
取
得
と
合
わ
せ
て
実
施
、
検
討
し
て
い
く

ＱＡＱＡ濵
口
議
員

　不
動
地
区
の
台
地
に
桜
坂
住
宅

団
地
が
建
設
さ
れ
、
完
成
か
ら
半

年
遅
れ
と
な
っ
た
が
、
住
宅
に
至

る
町
道
安
田
大
野
線
の
舗
装
整
備

も
行
わ
れ
た
。

　し
か
し
、
こ
の
町
道
整
備
は
住

宅
団
地
ま
で
で
、
住
宅
か
ら
台
地

に
至
る
ま
で
の
約
６０
ｍ
の
区
間
の

拡
幅
舗
装
は
未
整
備
の
ま
ま
で
あ

る
が
、
整
備
の
計
画
は
な
い
か
。

併
せ
て
、
整
備
済
み
の
区
間
に
つ

い
て
も
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
な
ど
の
安
全
施
設
が
必
要

と
思
う
が
、
設
置
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　ま
た
、
住
宅
団
地
の
整
備
に
よ

り
、
一
定
の
居
住
区
域
が
形
成
さ

れ
る
が
、
集
会
所
を
建
設
し
て
は

ど
う
か
。
集
会
所
が
で
き
れ
ば
、

津
波
災
害
時
等
に
不
動
西
地
区
住

民
の
避
難
場
所
に
も
活
用
で
き
る

と
思
う
が
、
そ
の
考
え
は
な
い
か
。

黒
岩
町
長

　
桜
坂
住
宅
団
地
へ
の
町
道
整
備

に
つ
い
て
は
、
以
前
に
お
答
え
し

た
よ
う
に
、
国
か
ら
の
予
算
配
分

の
関
係
か
ら
、
施
工
が
団
地
完
成

後
と
な
り
、
入
居
者
に
は
不
便
を

か
け
た
が
、
先
月
、
計

画
区
間
の
工
事
が
完
了

し
た
。

　
質
問
の
整
備
区
間
の

延
伸
等
に
つ
い
て
は
、

町
営
住
宅
及
び
分
譲
団

地
が
好
評
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
、
東
側
へ

の
造
成
拡
張
を
進
め
て

お
り
、
一
定
の
用
地
確

保
が
で
き
た
時
点
で
、

道
路
整
備
も
含
め
た
検

討
を
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

設
置
基
準
に
基
づ
き
、

今
回
の
工
事
の
中
で
設

置
済
み
で
あ
り
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
は
、
今
後
、

必
要
な
箇
所
へ
の
設
置

を
計
画
し
て
い
る
。

　
集
会
所
設
置
に
つ
い

て
は
、
地
域
ニ
ー
ズ
を
十
分
把
握

す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
定
住
団

地
造
成
を
拡
張
し
て
い
く
中
で
、

集
会
所
の
津
波
避
難
等
へ
の
活
用

も
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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日
本
一
の
鮎
が
棲
む
ま
ち

平
成
29 年（

2017 年
）

N
o.614

男

合
　
計

女

世
帯
数

１
,３６２

人（
＋１
）

２
,７９０

人（
－４
）

１
,４２８

人（
－５
）

１
,３０４

世
帯（
±０
）

2

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
胸
に
抱
い
て
…
平
成
29年

成
人
式
(1/3　

町
文
化
セ
ン
タ
ー
)

人
口・世

帯
状
況
 28年

12月
末
時
点（
前
月
比
）

平
成
29年

(2017) 2 月
 1 日

発
行
　　編

集・発
行
  〒７８１

-６４２１
 高
知
県
安
芸
郡
安
田
町
役
場
　
☎
㈹
０８８７－３８－６７１１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow
n.yasuda.kochi.jp/

②
　
成
人
式

③
　
消
防
出
初
め
式
・
火
鎮
祭

⑤
　
第
3回
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会

⑥
　
「魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
」日
本
遺
産

　
　
推
進
協
議
会
 日
本
遺
産
へ
の
道

⑯
～
㉕
　
議
会
だ
より（

第
148号

）

安
田
町
イメ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
安
田
朗
」

あ
ん
た
ろ
う

ⓒ
安
田
町

安

　田

　文

　芸

（順不同）

　川

　柳

清
岡

　恭
子

　

部
品
な
く
買
い
変
え
た
き
や
ポ
ン
コ
ツ
体

冷
蔵
庫
減
っ
た
分
だ
け
体
重
増
し

中

　
　淑
美

　

若
者
に
負
け
ず
と
シ
ル
バ
ー
ピ
コ
踊
り

ゴ
ミ
の
島
今
は
ア
ー
ト
の
観
光
地

築
田
登
勢
子

　

除
夜
の
鐘
年
々
心
複
雑
に

初
夢
か
見
た
か
も
知
れ
ず
目
が
覚
め
て

西
岡

　益
子

　

明
日
の
日
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
今
日
生
き
る

少
年
よ
額
に
夕
日
何
語
る

小
松
由
加
子

　

初
春
の
し
ぐ
れ
の
降
り
て
う
す
い
虹

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
生
ま
れ
て
三
日
ス
タ
ー
ト
し

長
戸

　寿
子

　

元
旦
や
エ
プ
ロ
ン
姿
晴
れ
着
な
り

娘
と
二
人
し
み
じ
み
味
わ
う
茶
の
う
ま
さ

和通信
なごみ

　立春も過ぎ、少しずつ春の気配を感じる今日この頃です。
　今、和では来月４日から開催の「志国高知　幕末維新博」の準備も佳境に入り、関係
者一同、緊張感がみなぎり、張り切っています。“こうご期待” といったところでしょうか。
　ただ今、「若き龍馬の心と活躍を支えた人々、その遺志を継いだ者　安田町と坂本龍
馬ゆかりの人々展」開催中です。

安田まちなみ交流館「和」
開館時間／午前9：00～午後5：00　
休 館 日／水曜日
安田町大字安田１６７４－１　☎38-3047

なごみ

ひ
た
い

た
い

こ

なごみ

　昨
年
１２
月
２０
日
、
清
岡
重
木
さ
ん
（
唐

浜
）
が
庁
舎
玄
関
に
大
き
な
門
松
を
作
っ
て

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
来
年
が
良

い
年
に
な
る
よ
う
に
と
い
う
温
か
い
思
い
が

込
め
ら
れ
た
贈
り
物
で
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
よ
い
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

りっぱな門松　ありがとうございました


